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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

(1) 連結経営指標等

 

回次 第18期 第19期 第20期

決算年月 2018年３月 2019年３月 2020年３月

売上高 (千円) 5,581,200 6,441,093 8,086,485

経常利益 (千円) 664,429 832,728 969,085

親会社株主に帰属する
当期純利益

(千円) 436,919 571,611 675,228

包括利益 (千円) 436,919 571,611 675,228

純資産額 (千円) 2,632,440 3,191,619 4,474,916

総資産額 (千円) 6,053,067 6,813,854 8,157,181

１株当たり純資産額 (円) 1,133.21 1,367.04 1,612.35

１株当たり当期純利益 (円) 191.29 245.70 275.40

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) － － 266.65

自己資本比率 (％) 43.5 46.8 54.9

自己資本利益率 (％) 18.3 19.6 17.6

株価収益率 (倍) － － 4.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 129,083 188,735 1,291,769

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △3,947 55,870 △767,820

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 179,670 107,186 573,817

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 2,241,325 2,593,398 3,691,032

従業員数
〔ほか、平均臨時
雇用人員〕

(名)
40

〔－〕
44

〔－〕
46

〔－〕
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．第18期及び第19期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、新株予約権の残高がありますが、当

社株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

３．第18期及び第19期の株価収益率は、当社株式が非上場であるため記載しておりません。

４．従業員数は就業人員であります。

５．第18期以降の連結財務諸表については、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和51

年大蔵省令第28号）に基づき作成しており、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、有限責任

あずさ監査法人により監査を受けております。

６．2017年６月27日付けで普通株式１株につき普通株式10,000株の割合で株式分割を行っております。第18期の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定しておりま

す。
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(2) 提出会社の経営指標等

 

回次 第16期 第17期 第18期 第19期 第20期

決算年月 2016年３月 2017年３月 2018年３月 2019年３月 2020年３月

売上高 (千円) 774,374 725,750 750,421 930,155 827,827

経常利益 (千円) 285,989 346,610 242,570 407,528 267,287

当期純利益 (千円) 194,124 236,215 154,647 319,562 286,689

資本金 (千円) 10,000 99,100 128,776 136,498 459,210

発行済株式総数 (株) 200 227 2,322,993 2,334,693 2,775,393

純資産額 (千円) 1,501,493 1,915,909 2,129,909 2,437,039 3,331,798

総資産額 (千円) 1,908,119 2,754,444 2,927,052 3,235,558 4,690,668

１株当たり純資産額 (円) 7,507,468.45 8,440,128.66 916.88 1,043.84 1,200.48

１株当たり配当額
(１株当たり中間配当額)

(円)
－
(－)

－
(－)

12.0
(－)

16.00
(－)

50.00
(－)

１株当たり当期純利益 (円) 970,622.04 1,180,204.55 67.71 137.36 116.93

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ― ― ― － 113.22

自己資本比率 (％) 78.7 69.6 72.8 75.3 71.0

自己資本利益率 (％) 13.8 13.8 7.6 14.0 9.9

株価収益率 (倍) ― ― ― － 11.1

配当性向 (％) ― ― 17.7 11.6 42.8

従業員数
〔ほか、平均臨時
雇用人員〕

(名)
23

〔－〕
25

〔－〕
33

〔－〕
37

〔－〕
40

〔－〕

株主総利回り
(％)

－ － － － －
(比較指標：　　－　　) (－) (－) (－) (－) (－)

最高株価 (円) ― ― ― ― 4,180

最低株価 (円) ― ― ― ― 1,170
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．第16期及び第17期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。

３．第18期、第19期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、新株予約権の残高がありますが、当社

株式は非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

４．第16期から第19期の株価収益率は、当社株式が非上場であるため記載しておりません。

５．従業員数は就業人員であります。

６．主要な経営指標等の推移のうち、第16期及び第17期については、会社計算規則（平成18年法務省令第13号）

の規定に基づき算出した各数値を記載しており、金融商品取引法第193条の２第１項の規定による監査証明

を受けておりません。

７．第18期以降の財務諸表については、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵

省令第59号）に基づき作成しており、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、有限責任 あずさ

監査法人により監査を受けております。

８．2017年６月27日付けで普通株式１株につき普通株式10,000株の割合で株式分割を行っておりますが、第18期

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益を算定しております。

９．第16期から第20期の株主総利回り及び比較指標は、2019年12月19日に東京証券取引所マザーズに上場したた

め、記載しておりません。

10．最高株価及び最低株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。ただし、当社株式は、2019年

12月19日から東京証券取引所マザーズに上場されており、それ以前の株価については記載しておりません。
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２ 【沿革】

当社は、2001年に東京都目黒区において、新規事業の検討を目的として、当社の前身である「株式会社アーバン・

ライフ」を設立いたしました。不動産を通じて喜び・感動を提供したいという創業者である当社代表取締役の岡田の

思いにより、2002年9月に株式会社コスモプランニングに商号変更した上で、不動産の売買・賃貸・コンサルティング

業を開始しました。設立以降の経緯は次のとおりであります。

 
年　月 概要

2001年２月  東京都目黒区に新規事業の検討を目的とした株式会社アーバン・ライフを設立
 

　2002年９月  株式会社コスモプランニングに商号変更した上で、不動産の売買・賃貸・コンサルティング業を開始
 

2003年８月 株式会社ランディックスに商号変更
 不動産売買事業の効率化を目的として株式会社グランデ（現 連結子会社）を世田谷区桜新町に設立
 当社子会社の株式会社グランデが宅地建物取扱業許可取得（東京都知事免許）
 

2016年７月 不動産の売買仲介の営業所として、自由が丘センターを開設
株式会社グランデの本店を自由が丘センターへ移転
 

2017年３月  資本金99,100千円に増資
 株式会社グランデを100％子会社化
 

2017年４月  当社ＩＴメディア「sumuzu（スムーズ）」のプレオープン（前身LANDNET）
 

2017年12月  資本金128,776千円に増資
 

2018年１月  オーダーメイド住宅の建築請負紹介および不動産記事コンテンツ発信サイト
 「sumuzu（スムーズ）」のリリース
 

2018年４月  不動産の売買仲介の営業所として、恵比寿センターを開設
 株式会社グランデの本店を恵比寿センターへ移転
 

2018年11月  不動産テック協会に加入
 マーケティングオートメーション導入によるＩＴマーケティングスタート
 

2018年12月  チャットボット導入
 

2018年12月  資本金136,498千円に増資
 

2019年３月  建築希望顧客と建築家・施工業者との簡易マッチングスタート
 ※簡易マッチングでは施工業者の特徴を個別にとりまとめており、顧客が建築の趣向を選択する
 ことで最適な施工業者をピックアップするサービスをスタート
 

2019年７月  土地相場が簡単にわかるsumuzuサービス「相場ウォッチャー」サービススタート
 

2019年８月 建築希望顧客への情報提供の効率化を目的として、土地に合わせた建築プランをネットを通じて
 提供する「建築プラン提供サービス」スタート
 

2019年10月 無料・匿名でオーダー住宅の相見積ができるサービス「sumuzu Matching」スタート
 

2019年12月 東京証券取引所マザーズ市場へ上場、資本金436,418千円に増資
 

2020年３月 資本金459,210千円に増資
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３ 【事業の内容】

当社グループは「不動産を通じて喜び・感動を」を経営理念に掲げ、不動産の仕入から販売、売買に係る仲介、

オーダーメイド住宅のマッチング、建築後のアフターフォローに至るまでのプロセスをワンストップソリューション

で提供する事業を展開しております。事業の展開に当たっては、支店・見学・イベント等を活用した対面接客と、他

社サイト・自社サイトを活用し、オムニチャネルで集客を行っております。当社事業の特徴として、リセールバ

リュー（注１）の高いオーダーメイド住宅をお客様に届けることを目的として、土地の購入までのサポートに止まら

ず、デザイン会社・施行業者とのマッチングまでを当社営業員のミッションとしております。

従来当社で行ってきた対面型の営業においては、営業員が個別に顧客の希望を確認して最適な建築業者のマッチン

グを行っておりました。自社サイト「sumuzu」は不動産に関する一連の手続きのワンストップ提供を目指しており、

2019年10月にはオーダーメイド住宅マッチングプラットフォーム「sumuzu Matching」をリリースし、オンラインでの

建築業者マッチングが可能になりました。今後もオンライン上でのマッチングが成立する体制の強化を行っていきた

いと考えております。

当社グループは、当社及び連結子会社（株式会社グランデ）の計２社で構成しており、不動産売買・仲介、オー

ダーメイド住宅のマッチングを行う「sumuzu（スムーズ）」事業と、ビル・マンション等の賃貸を行う「賃貸」事業

の２つの報告セグメントを有しております。当社グループは、東京23区の中でも主として富裕層（当社では世帯年収

1,000万円以上の顧客と捉えております。）の多いエリアである城南６区（世田谷区、目黒区、渋谷区、大田区、港

区、品川区）を中心に事業を行っております（平成28年度市町村税課税状況等の調）。渋谷、二子玉川、自由が丘の

トライアングルエリアにおいては、高所得者、高学歴者の割合が高いと当社は捉えており、当社のメイン顧客層が多

いと思われる当該エリアをカバーするように３つの支店（桜新町、自由が丘、恵比寿）を設置しております。

直近のITの取組みとして、マーケティングにおける過去データの利用や自社サイトを通じた当社注力エリアの不動

産情報の提供を行っており、リアル不動産ビジネスで培ったノウハウとITを駆使したリアルエステートテック（注

２）を推進しております。

 
（注１）リセールバリューとは、取得した住宅を売却する時の価値を意味します。当社グループでは、建築デザイ

ンや立地に配慮したセンスの高い住宅設計などにより、資産価値を考慮した住宅をリセールバリューの高い住宅と

呼んでおります。

（注２）リアルエステートテックとは、テクノロジーの力によって、不動産に関わる業界課題や従来の商習慣を変

えようとする価値や仕組みのことであります。（不動産テック協会より引用）

 
セグメント名称 主たるサービス内容

「sumuzu」事業 ・不動産テックプラットフォーム開発・運営

・不動産の開発分譲

・不動産売買・仲介

・オーダーメイド住宅のマッチング

「賃貸」事業 当社保有収益物件の運営
 

 
(1) 「sumuzu」事業

「sumuzu」事業では、住宅用地等を仕入れて分譲することによる売買収入、不動産仲介収入、オーダーメイド住

宅建築に伴う建築業者からの紹介手数料収入を得ております。

当社グループは主にマッチングプラットフォーム運営による集客を行い、戸建住宅用の土地の売買を行っており

ますが、全国の住宅着工数推移（不動産流通経営協会2019統計）によれば、戸建住宅は全国的にも新築住宅着工数

は安定的に推移しており、東京都の戸建住宅の着工件数は全国１位（国土交通省2019年建築着工統計調査）であり

ます。東京都財務局の地価調査（2020年地価調査区市町村別用途別平均価格推移）から、当社グループのターゲッ

トエリアは、地価が安定的に上昇していると当社は捉えており、住民の流入も増加傾向にある地域（東京都区市町

村別人口の予測　第１－１表区市町村、男女別将来人口－総数より）であることから、今後も継続して安定した需

要が想定されるエリアであると考えております。

 

事業遂行にあたっては、当社グループ内で連携しながら、不動産の仕入から販売、売買に係る仲介、住宅用地販

売後のオーダーメイド住宅のマッチング、建築後のアフターフォローに至るまでのプロセスをワンストップソ

リューションで提供しております。取引の主体としては、当社子会社の株式会社グランデが不動産仕入・開発分

譲、当社が不動産売買・仲介及びオーダーメイド住宅建築に伴う土地保有顧客と施工業者、建築デザイナー等との
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マッチングを行っております。

 

（当社の特徴）

①　オーダーメイド住宅建築のワンストップサービス

　住宅金融支援機構の「2019年度における住宅市場動向について」によると、購入希望者が住宅事業者選びで重視

するポイントは、１位が「建物の性能」、２位が「住宅の立地」、３位に「デザイン」となっております。当社グ

ループでは、お客様のご要望に応え、且つデザイン性に優れたリセールバリューの高いオーダーメイド住宅を実現

すべく、デザイン性に優れた施工業者、デザイナーをアレンジするコンサルティングを実施しております。通常の

戸建建物は経年劣化により査定価格低下が避けられないものの、建築デザインは劣化するものではないため、デザ

イン性に優れた住宅は購入者からも高い評価を得る可能性が高い分、中古住宅としての査定価格も高くなることか

ら、デザイン性に優れた住宅はリセールバリューが高い住宅であると当社では考えております。

 
　建築業者と注文住宅購入希望者の間には情報の非対称性（注３）による情報格差があり、購入希望者にとって

は、業者決定のために判断材料となる十分な情報を得ることが難しいと当社は考えております。

　当社は、営業員によるアレンジに加えて、自社サイト「sumuzu」では、土地購入希望のお客様がオーダーメイド

で住宅建築を検討される際に、オーダーメイド住宅購入希望者が外観デザインや内装デザイン、坪単価情報などの

条件を選ぶことにより、その条件に該当する建築デザイナーなどがリストアップされ、そのままオーダーメイド住

宅購入希望者と建築デザイナーなどが問い合わせなどを通じて繋がる機能（マッチング機能）を有しております。

土地購入からオーダーメイド住宅建築をワンストップで提供することにより、土地購入とオーダーメイド住宅の提

供に係る紹介手数料の両方の収益化につなげる流れとなっております。

 
（注３）情報の非対称性とは、売り手側と買い手側の所有している情報に差があることです。

 

②　顧客満足を背景としたリピート・紹介の獲得

　当社グループは東京23区でも富裕層の多いと言われる城南エリアを中心に、主に富裕層を対象として、リセール

バリューの高い不動産の売買仲介、ならびに住宅用地販売後のオーダーメイド住宅のマッチングサービスを行って

おります。一般的に「不動産取引は一生に１度である。」と考えられておりますが、当社グループのメインター

ゲットである富裕層のお客様の不動産取引の特徴として、一度取引した後も買い替え、家族分の購入等を目的とし

て複数回の取引を行うと当社では分析しております。当社では、この富裕層顧客における複数回の不動産取引を起

点とした顧客データの蓄積（富裕層データストック）を行っており、累計顧客データ数は2020年３月末時点で約

13,000件（注４）となっております。このストックデータを効果的に活用することで、富裕層の潜在顧客に対する

マーケティング及び適切なタイミングのアプローチ（メール等による情報発信等）を行うことが可能となっており

ます。富裕層データに基づいたベストアプローチにより効率的な営業活動が可能となり、当社グループの土地在庫

の平均保有期間（注５）は期末時点で4.0カ月となっており、仕入から販売までのサイクルを半年未満で維持してお

ります。

 
　また、既存顧客の他、地域の建築事業者等からの顧客紹介獲得に力をいれており、競合他社に比べてこの割合が

高いと当社は考えており、これによる営業効率の高さが強みの一つであると分析しております。また、当社は自社

内に販売部門と仕入部門の両方を保有していることから、販売部門において蓄積した過去の富裕層取引データを基

に、当該エリアの実際の成約価格をすぐに参照し、売主に対してスピーディーで適切な不動産価格を提示できるた

め、競合他社に比べて仕入力があると当社は考えております。これにより、当社が常に一定量の不動産を保有して

いることから、建築業者等からは「顧客を紹介することで、顧客の気に入る不動産が見つかり購入までつなげるこ

とが可能である。」と認識されていると考えております。当社では、建築業者等からの紹介は、既存顧客からの紹

介と同じく重要な集客源と位置づけており、建築業者等に最新の土地の情報等を提供すると共に、当社から送客を

行うといったアクションをとることでパートナーシップを強固なものにしております。

　2020年3月期の実績において、当社グループの成約顧客の集客経路は、建築業者からの紹介による成約が27.7％、

既客および会社関係者からの紹介による成約が7.8％。既客による再度の成約が7.3％（以上合計42.8％）となって

おります。

当社においては、関係事業者や顧客、会社関係者との関係を長期的に保つことで、既存の人的関係から顧客や取

引先の紹介サイクルが生まれ、この蓄積が当社グループの事業における大きな強みであり特徴だと捉えておりま

す。また、紹介・リピートによるお客様は、購入意欲が高い顧客と捉えており、当社グループは紹介・リピートを
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重視したビジネス展開で成長を継続していきたいと考えております。

 
（注４）契約済の顧客を含めたメール会員、自社サイト「sumuzu」登録顧客数、当社がアクセス可能な顧客総数で

あります。

（注５）在庫保有期間については当社主力の土地売買（全体の70％程度）について2020年３月期の実績値平均を記

載しており、一部販売用不動産であっても、特殊事情に含む物件については除外しております。

 
③　ＩＴを活用した効果的な不動産集客

　当社グループは、オムニチャネル戦略（注６）により、ネットとリアルを融合した集客を行っております。特に

スマートフォンの普及により、インターネットでいつでもどこでも不動産情報を入手できるようになり、インター

ネット上での集客が極めて重要になってきており、当社では42.2％（2020年３月期実績）がインターネットからの

集客による成約です。

当社では、他社運営の不動産情報ポータルサイト、自社サイト「sumuzu」、自社ホームページおよび販売現地の

看板反響等から集客を行っております。自社サイト「sumuzu」は、不動産や住宅に関する情報メディアとしての性

質も持ち合わせており、当社注力エリアの不動産情報を収集したうえで分析・可視化して購入希望者が見て理解し

やすくすることにより、有用な不動産情報を提供しております。2019年７月にリリースした土地相場の可視化サー

ビス「相場ウォッチャー」は同年11月に新機能を追加し、坪単価変化推移やエリア別比較が可能になりました。こ

のような取り組みを通じて不動産や住宅に興味を持った潜在顧客との接点を持つことができ、興味を持った潜在顧

客には定期的に情報発信を行っており、自社サイト「sumuzu」開始以降、会員数は増加してきております（注

７）。また、非対面での不動産相談、現地案内を可能にした新サービス「無料オンラインビデオ相談・現地案内」

が2020年４月にスタートし、場所を選ばずに不動産専門スタッフと対話ができるため、対面での接客と比較し問い

合わせへのハードルが下がり、潜在層の獲得が可能となります。データ活用と適切なタイミングでのアプローチを

行い潜在顧客を見込み客に育成した上で営業部門に引き継ぐことにより、営業部門ではより確度の高い顧客との接

点が生まれる流れになっております。

 

（注６）オムニチャネル戦略とは、ネット、ポータル、モバイル、来店、現地販売会、イベントなどのあらゆる

チャネルでお客様と接点を持ち、統合したマーケティング活動を行うことです。

（注７）2018年３月期～2020年３月期における登録顧客数（累計）の四半期ごとの増加率平均は113.1%となってお

り、2019年３月期と2020年３月期の期末時点登録顧客数（累計）の増加率は164.1%となっております。

 

更に、獲得した潜在顧客に対する情報提供をより質の高いものとするために、対面接客でしか得ることができな

い顧客の情報を蓄積しデータベースとして社内で活用することや、リテンションマーケティング（注８）として、

定期的な物件情報やイベント情報などのアフターフォローメールの送信などによる情報提供により既存顧客のリ

ピート率向上や既存顧客からの紹介顧客の獲得に向けた活動を展開しております。

当社のみの取り扱い物件については、地域の歴史や特徴、最寄駅からの道のり、周辺の物件との比較情報などの

購入希望者が物件を検討する際に通常は営業員に聞かなければ得られないような情報を、当社が運営する

「sumuzu」上で公開するように取り組んでおります。不動産情報の積極的な開示により、最近ではインターネット

からの問い合わせからそのまま成約に至るケースもあり、当社においては、億単位の不動産がインターネットで売

れる時代になってきていると認識しております。

新規顧客獲得の部分については、ＩＴを活用した集客を中心に進めることで効率化し、営業員一人あたりの生産

性向上を進めており、特に「sumuzu」サイトからの集客をより一層拡大するため、新サービスの開発や既存サービ

ス・システムの改善を行っていく方針であります。

 
（注８）リテンションマーケティングとは、顧客との関係を維持するためのマーケティング活動のことです。

 
(2) 賃貸事業

当社グループの賃貸事業は、収益用不動産を購入し、賃料収入を継続的に得ることで、安定収益の基盤を形成し

ております。

 
【事業系統図】
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４ 【関係会社の状況】
 

名称 住所
資本金
(千円)

主要な事業
の内容

議決権の所有
(又は被所有)
割合(％)

関係内容

(連結子会社)      

株式会社グランデ 東京都渋谷区 10,000
sumuzu事業
賃貸事業

100.0

不動産の仲介
不動産の賃貸
管理業務の受託
借入金の債務被保証
役員の兼任３名

 

(注) １．「主要な事業の内容」欄には、セグメント情報に記載された名称を記載しております。

２．特定子会社であります。

３．有価証券届出書又は有価証券報告書を提出している会社はありません。

４．株式会社グランデについては、売上高(連結会社間の内部売上高を除く。)の連結売上高に占める割合が10%

を超えております。

主要な損益情報等　①売上高　　　   7,389,839 千円

②経常利益　　　   901,875 〃

③当期純利益　　   588,615 〃

④純資産額　　   2,183,117 〃

⑤総資産額　　   4,507,009 〃
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５ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

 2020年３月31日現在

セグメントの名称 従業員数(名)

sumuzu 37

賃貸 1

全社(共通) 8

合計 46
 

(注)　全社（共通）として記載している従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門等に所属しているも

のであります。

 

(2) 提出会社の状況

   2020年３月31日現在

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)

40 34.1 3.2 6,145
 

　

セグメントの名称 従業員数(名)

sumuzu 31

賃貸 1

全社(共通) 8

合計 40
 

(注) １．全社（共通）として記載している従業員数は、特定のセグメントに区分できない管理部門等に所属している

ものであります。

２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

 
(3) 労働組合の状況

当社グループには労働組合はありません。なお、労使関係については円満に推移しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 会社の経営の基本方針

当社グループは「不動産を通じて喜び・感動を」を経営理念として掲げ、不動産の仕入れから販売、ならびに注

文住宅建築からアフターフォローに至るまでの不動産購入プロセスをワンストップソリューションで提供する

「sumuzu」事業を展開しております。特に、メインサービスである「sumuzu Matching」においては住宅の設計プラ

ンの取得、複数業者とのコンペ組成、業者選定までのフローが完全オンラインかつ匿名性を保ったままの実行が可

能であり、これを当社の主力サービスとして位置付けています。

2020年初頭より顕在化している新型コロナウイルスの影響にあたり、不動産仲介および売買については、外出自

粛による顧客の不動産検討が鈍化することによる売上低下が懸念されます。その一方、顧客の不動産探しのオンラ

イン化傾向がより強まっていると当社は捉えており、当社が運営する「sumuzu Matching」をはじめとするオンライ

ンサービスからの集客状況は今後も好調に推移していくと見込んでおり、売上・利益の下支えを想定程度見込んで

おります。この状況にあって、営業人材の教育による集客から契約への成約率の強化と、オンラインサービスの拡

充による自社サイト「sumuzu」のユーザビリティ向上が、直近の経営課題であると捉えております。

 
「富裕層顧客からのリピート・紹介率の向上」という当社グループ従来の基本戦略を維持しつつ、富裕層顧客

データの蓄積およびその活用による効果的アプローチを行うことで、さらなるリピート・紹介の獲得を加速し、効

率的な収益力を確保することで、より盤石な営業基盤の構築を図ります。

 
(2) 目標とする経営指標

当社グループにおいては、下記の数字を重要な経営指標としています。

①　グループ社員１人あたりの売上高

当社の主力事業である「sumuzu」事業においては、仕入から販売までグループ内で一貫して行うことが出来る

という強みを有しており、「sumuzu」事業の売上（不動産の開発分譲、不動産売買・仲介、オーダーメイド住宅

のマッチング）におけるグループ連結売上における全社員１人当たりの売上高を重要な指標としております。

 

②　グループ社員１人あたりの営業利益

当社グループにおいては、「sumuzu」事業における仕入れから販売、オーダーメイド住宅のマッチングまでを

包括的に行うこと、および紹介顧客・リピート顧客の成約を特に重視した営業戦略をとっており、賃貸事業も含

めた高利益体質の構築に重点をおいております。そのため、グループ連結売上における全社員１人当たりの営業

利益を重要な指標としております。

 
③　土地成約案件に占める建物請負紹介成約比率

当社グループは、「sumuzu」事業における成約顧客に対して、建築メーカー選びに関するコンサルティングを

実施しております。特に、土地選定の段階から建築プランを顧客と一緒に検討し、安心して不動産取引を行って

頂くという営業ノウハウを有しており、この点が紹介・リピート顧客の獲得の源泉の一つと考えております。そ

のため、当社では土地成約案件に占める建物請負紹介成約比率を重要な指標としております。

2020年３月期の建物請負紹介成約比率は約３割（注１）となっております。

（注１）建物請負紹介成約比率については、2020年３月期（2019年４月１日～2020年３月31日）における建築

請負紹介件数を、同期間における一般顧客への土地売却件数で除して算出したものです。

 
④　当社で保有する累計顧客データ数

当社の今後のＩＴ戦略を考えるうえで、自社サイト「sumuzu」を基軸とした集客活動は営業効率に大きな影響

を与えるため、当社においてストックしている累計顧客データ数を重要指標としており、2020年３月末時点で約

12,825件となっております。

 

(3) 中長期的な会社の経営戦略

あらゆる業界、業種においてＩＴ化の流れが加速している一方で、少子高齢化、人口飽和、核家族化、所得の伸
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び悩み、都市部への人口集中等、さまざまな社会構造的要因により、不動産という個人資産の有効活用が果たす役

割は一層大きくなっていきます。30代後半～40代の不動産のメイン購入層については、今後はいわゆるデジタルネ

イティブ世代（注１）が占める割合が一気に上昇することが予見され、住宅購入に関する顧客の意思決定の大部分

がインターネットで完結し、今後の不動産ビジネスにおいては、ＩＴの活用度合いによって企業の成長が二極化す

ることを想定しています。

こういった状況下において、当社グループは不動産テック企業として建築業者と顧客の自動マッチングプラット

フォームの強化、データビジネスの拡充を武器とし、リアル不動産とＩＴの融合を強力に推し進めていきます。

（注１）学生時代からインターネットやパソコンのある生活環境の中で育ってきた世代であり、日本では1980年代以

降とされている。

 
①　データの整備と活用

当社グループは、当社で不動産を購入した顧客のデータ、および購入見込顧客のデータを豊富に保有しており

ます。顧客データはデータビジネスという視点で見た場合の利用価値が非常に高く、当該データをより一層拡充

していくことは、当社グループの競争優位性の確保に大いに資するものと考えています。

データ活用による成約率の向上、およびリピート・紹介率の向上を推進すると共に、当社グループのプラット

フォーム事業の強化に繋がるさまざまなサービス（別荘需要、富裕層同士のコミュニケーション等）を展開し、

顧客との接点を拡大していきます。

 
②　「sumuzu」事業の拡充

当社グループが手掛ける「sumuzu」事業の特徴として、土地の仕入れから住宅の完成・引渡に至るまでの全て

のプロセスをワンストップでサポートすることが挙げられます。当社グループでは、不動産デベロップメント

（不動産の仕入れ、分譲）、不動産マッチング（売買・仲介）、注文住宅マッチング（建築家、建築業者マッチ

ング）を通じて住宅を提供することを１つのサイクルと考えており、基幹サービスである「sumuzu Matching」の

推進を行うことで「sumuzu」事業を成長させていきます。

（注１）モノを購入することに価値をおいた消費行動

　（注２）商品やサービスを購入し、そこから得られる体験や感動に重きをおいた消費行動

 

③　事業エリアの拡大

現在当社グループでは城南エリアを中心に事業展開を行っており、桜新町、自由が丘、恵比寿の３拠点体制と

なっています。当社グループはこの城南エリアにおいて富裕層顧客の支持を獲得し、紹介・リピート割合を一層

増加させていきたいと考えております。東京におけるさらなる富裕層顧客のシェア拡大を目指していくととも

に、富裕層顧客へのサービス提供にあたっては非常に高いサービスの質を求められるため、従来培ってきた事業

ノウハウをベースに、地方の主要都市への事業展開を行うことを中長期的な戦略として視野に入れております。

店舗展開時には、多店舗展開を行うのではなく、インターネット集客に注力し、少数店舗で効率的な営業活動を

行う方針であります。ネットによる集客を行い、店舗・イベント等のリアルで得られた情報の蓄積を、再度オン

ライン上の活動に活かすという良サイクルを回すことにより、効率的な営業展開を実現してまいります。

 

(4) 会社の対処すべき課題

①　エンジニア採用

技術革新のスピードが速く、常に先端技術を取り入れていかなければならない状況下にあって、当社グループ

におけるＩＴサービス構築のためにより優秀な人材を確保することが急務であります。そのため、エンジニア採

用については今後も積極的な採用に取り組み、教育制度を整備することで、優秀な人材の確保・育成に取り組ん

でいく方針であります。
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②　システムの強化

当社グループの事業は、コンピュータ・システムを結ぶ通信ネットワークを利用しており、自然災害や事故等

により通信ネットワークが切断された場合には、当社グループの事業に影響を及ぼす可能性があります。このた

め、当社グループではセキュリティ対策やシステムの安定性確保に取り組んでいく方針であります。

 

③　安定的かつ継続的な仕入の実施

当社グループにおいては、自社グループ独自の販売用不動産を保有していることが、当社グループの販売力の

一つの重要な要素となるため、今後の安定的な仕入れの実施は当社グループの重要な課題でありますが、現在当

社が運営する「sumuzu」サイトをはじめとしたインターネットによる販売活動の効率化によって早期売却を実現

していきます。また、仕入においては当社グループ内においてその時の市況に合わせた仕入検討を行っているほ

か、在庫リスクへの対応として、グループ内の仕入部門と販売部門を横断する稟議によって判断を行うことで、

確実な出口戦略（売価設定や販売担当部門の検討）を構築しています。

 

④　営業人材の育成

当社グループでは「不動産を通じて喜び感動を」という理念のもと、営業人材の採用に力を入れております。

そのため、「コミュニケーション能力」を重視した採用活動を行い、質の高い提案が出来る営業体制の構築が課

題であります。人材採用にあたっては、人材採用のポータルサイト、人材紹介サービスの利用のほか、ダイレク

トリクルーティングにも力を入れており、より当社グループの社風にマッチした人材の確保と、採用費用の削減

を実現してまいります。また、入社１～２年目の新人に対しては社内研修を実施しています。研修は２週間に一

度行い、テーマごとに講師の選定を行い、外部講師も招聘しつつ新人育成に力を入れています。

 

⑤　内部管理体制の強化

継続的に当社グループが成長を遂げていくためには、経営上のリスクを適切に把握し、当該リスクをコント

ロールするための内部管理体制の強化が重要な課題と考えております。具体的には、監査役と内部監査担当者と

の積極的な連携、定期的な内部監査の実施、有効かつ効果的な監査役監査の実施、社内経営陣によるコンプライ

アンス委員会の開催を通じて内部管理体制を強化してまいります。

 

EDINET提出書類

株式会社ランディックス(E35303)

有価証券報告書

13/82



 

２ 【事業等のリスク】

当社グループの事業展開その他に関するリスク要因となる可能性があると考えられる主な事項を、以下のとおり記

載しております。また、必ずしもそのようなリスク要因に該当しない事項についても、投資者の投資判断上、重要で

あると考えられる事項については、投資者に対する積極的な情報開示の観点から開示しております。なお、本項の記

載内容は当社株式の投資に関する全てのリスクを網羅しているものではありません。当社グループは、これらのリス

クの発生可能性を認識した上で、発生の回避及び発生した場合の迅速な対応に努める方針でありますが、当社株式に

関する投資判断は、本項及び本項以外の記載内容もあわせて慎重に検討した上で行われる必要があると考えておりま

す。本文における将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 事業を取り巻く経営環境について

当社グループが属する不動産業界は、景気動向、金利水準、地価の水準等のマクロ経済要因の変動と企業業績が

密接に関係しており、とりわけ当社グループにおいては、市場金利や消費税増税の動向、不動産に係る税制の改正

や住宅取得希望者の心理動向等が、当社グループの業績及び事業の展開に影響を与える可能性があります。

また、このような経済情勢の変化は、土地の購入代金、建築費等の変動要因ともなり、価格の上昇・下落等によ

り、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

(2) たな卸資産について

当社グループは、不動産販売を行っており、2020年３月末時点で、たな卸資産として2,240,509千円計上しており

ます。当社グループでは、見込んでいた販売価格での販売が困難な場合には、在庫リスクを軽減するため、販売価

格の値引きにより販売を促進させる施策をとることがあります。その際、値引きによる利益の減少が発生し、当社

グループの経営成績及び財政状態に影響を与える可能性があります。また、販売不振のために滞留する販売用不動

産が発生した場合には評価損が発生する可能性があり、その結果、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を

及ぼす可能性があります。

 

(3) 瑕疵担保責任について

当社グループでは、「住宅の品質確保の促進等に関する法律」により、当社グループが売主となる場合には新築

住宅の構造上主要な部分及び雨水の浸水を防止する部分について10年間の瑕疵担保責任、中古住宅の場合には２年

間の瑕疵担保責任が課されます。よって、万が一当社グループの販売した物件に重大な瑕疵があるとされた場合に

は、その直接的な原因が当社グループ以外の責任によるものであっても、当社グループは売主として瑕疵担保責任

を負うことがあります。その結果、補償工事費の増加や当社グループの信用力低下により、当社グループの経営成

績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

(4) 法的規制について

当社グループは、事業運営上、宅地建物取引業法、建築基準法、都市計画法、建設業法、国土利用計画法等によ

る法的規制を受けております。

当社グループは、以下の主要な許認可を含めこれらの許認可等を受けるための諸条件及び関係法令の遵守に努め

ており、現状において当該許認可等が取り消しとなる事由は発生しておりませんが、今後、これらの関連法規が改

廃された場合や新たな法的規制が設けられる場合、又はこれらの法令等の規制について遵守できなかった場合に

は、当社グループの経営成績及び財政状態に重大な影響を及ぼす可能性があります。

会社名 免許・許可等 有効期限 関係法令 取消条項

株式会社ランディックス 宅地建物取引業者免許

東京都知事(4)第81306号

自　2017年10月26日

至　2022年10月25日

宅地建物

取引業法

同法第５条及

び第66条

株式会社グランデ 宅地建物取引業者免許

東京都知事(4)第82738号

自　2019年１月17日

至　2024年１月16日

宅地建物

取引業法

同法第５条及

び第66条
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(5) 仕入れについて

当社グループは、不動産の仕入れに際して、立地条件、面積、地盤、周辺環境及び仕入価格等について事前に十

分調査し、その結果を踏まえて仕入れを行っております。他社との競争激化や地価の上昇等により、不動産の仕入

れが計画通りとならない場合には、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

(6) 不動産の販売進捗について

当社グループで行っている不動産の販売については、顧客への引渡時に売上計上されることから、市場動向、顧

客の事情、天候の影響等によって想定通りに販売が進まず、引渡時期の変更等が発生した場合、当社グループの経

営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 
(7) 新型コロナウイルスの影響による景気変動について

景気の急激な変化は、当社グループが扱う住宅用不動産に対する顧客の購入意欲に影響を及ぼす可能性がありま

す。現在、新型コロナウイルスの拡大により、景気の後退に至っておりますが、今後も、様々な外的要因により、

景気の下振れによる不況に陥った場合、当社グループの財政状態や経営成績等に影響を与える可能性があります。

当社では随時、新型コロナウイルスの影響について取締役会および経営会議の検討事項として協議を行っており、

景気後退における大幅な不動産相場への影響、消費者動向について社内での認識共有を行い、適切な営業活動の実

行を図っています。 

 
(8) 新型コロナウイルスによる異常事態について

当社グループは、複数の拠点を保有し事業運営を行っております。新型コロナウイルスのパンデミック等の社会

現象が、当社の想定を超える規模で発生し、複数拠点の運営が困難になった場合、当社グループの財政状態や経営

成績等に大きな影響を与える可能性があります。当社グループの対策として、オフィスにおける三密回避を意識し

たテレワーク、社内入室の際のアルコール消毒や常時マスク着用の励行、時差出勤を導入しています。また、有事

の際には拠点別の責任者の指示による迅速な対応と社内連絡体制を構築しています。

 
(9) 個人情報の管理について

当社グループは、各事業において、見込顧客情報及び取引顧客情報等、当社グループ事業を通して取得した個人

情報を保有しており、個人情報の保護に関する法律等による規制を受けております。

これらの個人情報については、個人情報を有する当社グループの各社にて細心の注意を払って管理しております

が、万が一、外部漏洩等の事態が発生した場合、損害賠償や社会的信用の失墜等により、当社グループの経営成績

及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

(10) 有利子負債の依存及び資金調達について

当社グループは、物件取得及び建築等の事業資金を金融機関からの借入金により調達しております。市場金利が

上昇する局面においては、支払利息等の増加により当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性が

あります。また、当社グループでは有利子負債の返済原資を主に取得した物件の売却代金としており、物件の売却

時期が計画から遅延した場合、又は、売却金額が当社の想定を下回った場合には、当社グループの資金繰りに影響

を及ぼし、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

(11) 減損会計の適用について

当社グループが所有する固定資産において、急激な経済情勢の変化や金融情勢の悪化等により事業の恒常的な

キャッシュ・フローの将来にわたる収益性の著しい低下や保有資産の時価の著しい下落が認識された場合、減損会

計を適用することで当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

(12) 偶然不測の事故・自然災害について

火災、破裂爆発、落雷、風、ひょう雪災、水災、地震火災、地震破裂、地震倒壊、噴火及び津波並びに電気的事

故、機械的事故その他偶然不測の事故並びに戦争、暴動、騒乱、テロ等の災害により、当社グループが保有する物

件について滅失、劣化又は毀損し、その価値が影響を受ける可能性があります。また、偶然不測の事故・自然災害

により不動産に対する投資マインドが冷え込んだ結果、不動産需要が減り、当社グループの経営成績及び財政状態

に影響を及ぼす可能性があります。
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(13) 訴訟等の可能性について

当連結会計年度末現在、当社グループが関係する重大な訴訟の事実はありません。しかしながら、当社グループ

が売却した物件における瑕疵の発生、当社グループが行う開発工事にかかる近隣トラブル、当社グループが請け

負った工事に対する顧客からのクレーム、入退去時のテナント等とのトラブル等を起因とする、又はこれらから派

生する訴訟その他の請求が発生する可能性があります。これらの訴訟等の内容及び結果によっては当社グループの

経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

(14) 保有物件の賃借人との賃貸借契約について

収益物件の賃借人との賃貸借契約の期間満了時に契約が更改される保証はないこと、また賃借人が一定期間前の

通知を行うことにより賃貸借期間中であっても賃貸借契約を解約できることとされている場合もあるため、賃貸借

契約の解約が増加した場合、後継賃借人が見つかるまでの間、賃貸収入が減少する等、当社グループの経営成績及

び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

(15) レピュテーションリスクについて

当社グループは、法令遵守、サービスの品質・安全性の確保、知的財産権管理、個人情報管理等に努めておりま

す。しかしながら、当社グループを取り巻く環境や競合他社及び競業他社を取り巻く環境において何らかの問題が

発生した場合、取引先からの評価に悪影響を与え、それにより当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼ

す可能性があります。

 

(16) システムトラブルについて

当社グループの運営する「sumuzu」は、インターネット環境が必要なサービスであり、自然災害や事故等により

通信ネットワークが切断された場合やサーバーに不具合があった場合には、当社グループの業績に影響を及ぼす可

能性があります。当社グループではセキュリティ対策やシステムの安定性確保に取り組んでおりますが、何らかの

理由によりシステムトラブルが発生した場合には、当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性が

あります。

 

(17) 不動産プラットフォーム「sumuzu」のリスクについて

当社グループが開発・運営を行っている自社サイト「sumuzu」は、顧客の実際の成約実例の写真、情報の掲載を

しております。著作権および個人情報保護の観点から、掲載にあたっては全掲載内容について顧客および施工業者

等、掲載の承諾を得ておりますが、掲載内容について何らかの理由により問題が発生した場合には、顧客等からの

クレームを起因とする、又はこれらから派生する訴訟その他の請求が発生する可能性があります。これらの訴訟等

の内容及び結果によっては当社グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

また、現在「sumuzu」においては、集客メディアとして記事コンテンツの配信、オーダーメイド住宅のマッチン

グサービスを運営しております。今後は、インターネットによる不動産マッチングフローの完結や蓄積した顧客

データをベースにビジネスの拡大を検討しておりますが、当社が想定するとおり事業が進捗しない場合には、当社

グループの経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

 
(18) 新株予約権の行使による株式価値の希薄化について

当社は役員及び従業員に対し、長期的な企業価値向上に対するインセンティブとして新株予約権を付与しており

ます。

新株予約権の権利行使が行われた場合、当社株式が新たに発行され、既存株主が有する株式の価値が希薄化する

可能性があります。なお、当連結会計年度末現在、新株予約権による潜在株式数は112,300株であり、発行済株式総

数2,775,393株の4.05％に相当しております。
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３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 経営成績等の状況の概要

当連結会計年度における当社グループ（当社及び連結子会社）の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー

（以下、「経営成績等」という。）の状況の概要は次のとおりであります。

 

①　財政状態及び経営成績の状況

2019年10月1日に消費税率の10%への引き上げが実施され、不動産業界だけでなく、様々な業界において消費者

動向に一定の動きが見られましたが、税率引き上げに伴う駆け込み需要とその反動の大きさは、前回の消費税率

引き上げ時ほどではなく、当社の経営環境についても比較的緩やかに推移しました。また、新型コロナウイルス

の感染拡大による消費者の購買意欲の鈍化に依然として懸念はあったものの、不動産探しにおけるオンライン化

の流れが加速された結果、当連結会計年度においては売上・利益ともに業績を向上させることが出来ました。

当社は2019年12月19日に東証マザーズへの上場を果たしましたが、これにより知名度、経営基盤が飛躍的に強

化され、以降の営業活動にも大きなプラスの影響を及ぼし、販売・仕入両面での案件数は増加の一途を辿ってい

ます。

　当社は顧客に対して「より質が高く」「より透明性の高い」情報提供を通じて、よりよい不動産探しを提供す

ると共に、効率的な仕入・販売の実現のため、基幹サイト「sumuzu」の拡大・改良を推進してきました。具体的

な取り組みとしては、「sumuzu Matching」による建築請負の見込み顧客の獲得増加、相場ウォッチャーや、

チャットボットの改良、sumuzuサイトのサポートスタッフの充実によるユーザビリティの向上、記事コンテンツ

とメルマガ会員の増強、およびマーケティングオートメーションの導入によるリードナーチャリングを実施し、

「sumuzu」はメディアとして急成長を遂げるに至りました。

　その結果、連結売上高が8,086,485千円と前年同期と比べ1,645,392千円（25.5％）の増収、連結営業利益が

1,002,606千円と前年同期と比べ142,000千円（16.5％）の増益、連結経常利益が969,085千円と前年同期と比べ

136,357千円（16.4％）の増益、親会社株主に帰属する当期純利益は、675,228千円と前年同期と比べ103,616千円

（18.1％）の増益となりました。

 

 
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

ａ　sumuzu事業

　当セグメントにおきましては、2018年１月にリリースした自社サイト「sumuzu」の認知度とブランド力の向上

に注力したため、従前の対面接客だけの販売方法に加えて多くの潜在顧客の取り込みに成功しました。業績とし

ては、計画どおり不動産販売、仲介件数を伸長できたことにより、売上高は、8,013,071千円と前年同期と比べ

1,649,796千円(25.9％）増収、セグメント利益は、1,204,723千円と前年同期と比べ187,205千円(18.4％)の増益

となりました。

 

ｂ　賃貸事業

　当セグメントにおきましては、周辺賃料相場の上昇に伴って保有物件の賃料増額改定により堅調に推移しまし

た。これにより、売上高は、71,076千円と前年同期と比べ4,101千円(△5.5％)の減収、セグメント利益は、

36,870千円と前年同期と比べ1,370千円(△3.6％)の減益となりました。

 

当連結会計年度末の総資産は、8,157,181千円となり、前連結会計年度末と比べ1,343,326千円増加となりま

した。これは主に、現金及び預金が1,097,633千円増加したこと及び有形固定資産が803,739千円増加したこと

によるものであります。

当連結会計年度末の負債合計は、3,682,265千円となり、前連結会計年度末と比べ60,029千円増加となりまし

た。これは主に、長期借入金（1年内返済予定の長期借入金を含む。）が361,746千円減少したものの、短期借

入金が339,402千円増加したこと及び未払法人税等が36,128千円増加したことによるものであります。

当連結会計年度末の純資産合計は4,474,916千円となり、前連結会計年度末と比べ1,283,296千円増加となり

ました。これは、公募増資及びストック・オプションの行使により資本金が322,712千円、資本剰余金が

322,712千円増加したこと及び利益剰余金が637,872千円増加したことによるものであります。
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②　キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の期末残高は、前連結会計年度末と

比べ1,097,633千円増加し、3,691,032千円となりました。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は1,291,769千円（前連結会計年度は188,735千円の収入）となりました。これは

主に法人税等の支払額387,291千円があったものの、税金等調整前当期純利益1,024,744千円及びたな卸資産の減

少616,927千円により資金獲得したことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は767,820千円（前連結会計年度は55,870千円の収入）となりました。これは主に

有形及び無形固定資産の取得による支出826,438千円により資金支出したことによるものであります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果獲得した資金は573,817千円（前連結会計年度は107,186千円の収入）となりました。これは主

に、株式の発行による収入645,424千円により資金獲得したことによるものであります。

 

③　生産、受注及び販売の実績

ａ．生産実績

当社グループは生産を行っていないため、生産実績の記載はしておりません。

 
ｂ．仕入実績

当連結会計年度の仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額(千円)
前年同期比

(％)

sumuzu 5,371,306 108.6
 

(注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間の取引を相殺消去した後の金額を記載しております。

 
ｃ．受注実績

当社グループは受注生産を行っていないため、受注実績の記載はしておりません。
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ｄ．販売実績

当連結会計年度の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額(千円)
前年同期比

(％)

sumuzu 8,013,071 125.9

　仲介・販売手数料 643,267 85.3

　商品売上 7,337,893 131.6

　その他 31,910 100.0

賃貸 71,076 94.5

その他 2,337 88.5

合計 8,086,485 125.5
 

(注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．セグメント間の取引を相殺消去した後の金額を記載しております。

３．主たる販売先は不特定多数の一般消費者であり、相手先別販売実績の総販売実績に対する割合が100

分の10以上の販売先はありません。

 
(2) 経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりでありま

す。なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において判断したものであります。

 
①　重要な会計方針及び見積り

当社の財務諸表はわが国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して作成しております。

その作成には経営者による会計方針の選択・適用、資産・負債及び収益・費用の報告金額並びに開示に影響を与

える見積り・仮定設定を必要としております。経営者は、これらの見積りについて、過去の実績や状況に応じて

合理的に判断しておりますが、実際の結果は、見積り特有の不確実性が存在するため、これらの見積りと異なる

場合があります。当社の連結財務諸表で採用する重要な会計方針は、「第５経理の状況 １連結財務諸表等(1）連

結財務諸表 注記事項 ４会計方針に関する事項」に記載しております。

なお、新型コロナウイルスの影響に関する会計上の見積りについては、「第５経理の状況 １連結財務諸表 (1)

連結財務諸表 注記事項 追加情報」に記載のとおりであります。

 

②　経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

ａ．経営成績等

1)　財政状態の分析

（資産の部）

当連結会計年度末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ、1,343,326千円増加の8,157,181千円となりま

した。流動資産は、前連結会計年度末に比べ、516,999千円増加の6,116,507千円となりました。これは主

に、現金及び預金が1,097,633千円増加したことによるものであります。固定資産は、前連結会計年度末に比

べ、826,327千円増加の2,040,673千円となりました。これは主に、土地の取得により有形固定資産が803,739

千円増加したことによるものであります。

 

（負債の部)

 当連結会計年度末の負債合計は、前連結会計年度末に比べ、60,029千円増加の3,682,265千円となりまし

た。流動負債は、前連結会計年度末に比べ、182,886千円増加の2,456,533千円となりました。これは主に、1

年内返済予定の長期借入金が244,198千円減少したものの、短期借入金が339,402千円増加したことによるも

のであります。固定負債は、前連結会計年度末に比べ、122,856千円減少の1,225,731千円となりました。こ

れは主に、長期借入金が117,547千円減少したことによるものであります。

 
（純資産の部）

当連結会計年度末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ、1,283,296千円増加の4,474,916千円となり

ました。これは主に、公募増資及びストック・オプションの行使により資本金が322,712千円、資本剰余金が
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322,712千円増加したこと及び利益剰余金が637,872千円増加したことによるものであります。

2)　経営成績の分析

（売上高）

当連結会計年度の売上高は、商品売上の販売件数が増加し、かつ仲介・販売手数料の単価が上昇した事に

より、前連結会計年度比25.5％増の8,086,485千円となりました。

 
（売上総利益）

当連結会計年度の売上原価は、商品売上の増加に伴う仕入増加により、前連結会計年度比29.6％増の

6,017,775千円となりました。この結果、売上総利益は前連結会計年度比15.2％増の2,068,709千円となりま

した。

当連結会計年度の売上総利益率については、前連結会計年度より2.3ポイント減少し25.6％となりました。

これは、商品売上の増加に伴う仕入増加及び販売時の値引き等により、原価率の高い案件が増加したことに

よるものであります。

 
(販売費および一般管理費、営業利益)

当連結会計年度の販売費及び一般管理費は、事業拡大に伴う研究開発費等の増加により、前連結会計年度

比13.9％増の2,068,709千円となりました。この結果、営業利益は前連結会計年度比16.5％増の1,002,606千

円となりました。

 

（経常利益）

当連結会計年度の営業外損益は、物件取得に伴う借入によって生じる支払利息の増加により、前連結会計

年度比20.2％増の33,520千円の損失となりました。この結果、経常利益は前連結会計年度比16.4％増の

969,085千円となりました。

 

（特別損益）

当連結会計年度の特別損益は、生命保険の解約による保険解約返戻金の減少により、前連結会計年度比

5.5％減の55,658千円となりました。

 
（税金等調整前当期純利益）

当連結会計年度の税金等調整前当期純利益は、前連結会計年度比14.9％増の1,024,744千円となりました。

 

（法人税等）

当連結会計年度の法人税、住民税及び事業税と法人税等調整額の合計は、前連結会計年度比9.2％増の

349,516千円となりました。

 

（親会社株主に帰属する当期純利益）

　当連結会計年度の親会社株主に帰属する当期純利益は、前連結会計年度比18.1％増の675,228千円となりま

した。

 
3)　キャッシュ・フローの分析

「(1）経営成績等の状況の概要②キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりです。

 
ｂ．資本の財源及び資金の流動性に係る情報

ア．資金需要の主な内容

当社グループの資金需要は、営業活動に関しては、仕入のための費用と人件費等の一般管理費が主な内容

となっており、投資活動に関しては、事業用設備の取得が主な内容となっております。

 

イ．財政政策

当社グループは、運転資金、投資資金についてまず営業キャッシュ・フローで獲得した資金を投入し、不

足分について銀行借入による資金の調達を実施しております。
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ｃ．経営成績に重要な影響を与える要因について

「第２ 事業の状況　２ 事業等のリスク」に記載のとおりであります。

 

③　経営指標に照らした分析

・グループ社員１人あたりの売上高

　当連結会計年度のグループ社員１人あたりの売上高は、取扱物件増加及びITの活用による効率的なマッチン

グにより、前連結会計年度比20.0％増の175,793千円となっており、効率的な営業活動が実施できていると考え

ております。

 
・グループ社員１人あたりの営業利益

　当連結会計年度のグループ社員１人あたりの営業利益は、ITの活用により販売費を必要最低限に抑えたこと

で、前連結会計年度比11.4％増の21,795千円となっており、効率的な営業活動が実施できていると考えており

ます。

 
・土地成約案件に占める建物請負紹介成約比率

　当連結会計年度の土地成約案件に占める建物請負紹介成約比率は、会社規模拡大にあたり新人比率が増加し

たことにより、前連結会計年度比2.1ポイント減の27.1％となっておりますが、比率としては依然として高い水

準を確保できているため、効率的に請負紹介が成立していると考えております。

 
・当社で保有する累計顧客データ数

　当社において保有する累計顧客データ数は、前連結会計年度末時点で7,800件、当連結会計年度末時点で約

12,800件となっており、順調に増加しております。今後も、現在の成長率を保ちつつ、より整理された顧客情

報の管理を徹底することで、より効率的な営業活動を展開できると考えております。

 
４ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 
５ 【研究開発活動】

　　当社グループは、主にITプラットフォーム「sumuzu」の研究開発を実施しています。

　「不動産を通じて喜び感動を。」という経営理念のもと、顧客にインターネット上で透明性の高い情報を提供し、

　快適でスムーズな不動産取引を行っていただくため、より高い技術の実現を目指して日々研究開発に取り組んでい

　ます。

　　なお、当社グループの研究開発費は、sumuzu事業セグメントでのシステム開発に関するものとなっております。

 

　①（研究開発活動の目的）

　　　お客様にインターネットを通じて透明性の高い不動産情報提供、ならびにＩＴを活用してオーダーメイド住宅

　　　の土地探し～住宅完成までをワンストップ提供するプラットフォーム提供、不動産のストックビジネス化に向

　　　けて中長期的なロードマップを策定していくことを目標に、不動産テックに関わる最新技術の調査・研究、シ

　　　ステム開発およびサービス化による事業化検討を目的としています。

 
　②（研究成果）

　　　当連結会計年度における研究開発活動の主な成果は以下のとおりです。

 

　・sumuzu Matchingの開発

　　　ネットコンペでオーダーメイド住宅をマッチングするサービス「sumuzu Matching」を2019年10月に開始してお

　　り土地購入検討者の住宅希望条件と、その希望条件に興味を持ったsumuzu認定の住宅専門家がネット上でコンペ

　　に参加して、建築プランを提案するシステムで、さらなる機能追加を行い、オーダーメイド住宅の普及促進を目

　　指します。

 

　・sumuzu 相場ウォッチャーの開発

　　　ビジュアライズされた相場データを提供するサービス「sumuzu相場ウォッチャー」の機能追加を2019年11月に
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　　実施しました。土地を条件から探すという概念ではなく、ビジュアライズされた相場データから土地を探すサー

　　ビスで、時系列の坪単価推移データ、期間・エリア別に坪単価が比較検討できる機能を提供しました。

 

　・価格査定エンジンのPOC（概念実証）

　　　AI（人工知能）を活用して土地の価格査定、推定を行うPOC（概念実証）を実施しています。土地情報データセ

　　ットの定義、学習・検証データ準備のためのツール開発、アノテーションの実施を行い、回帰モデルの実装と検

　　証を行いました。精度向上に向けたPOCを行い、インターネットで土地の価格推定が行えるサービスの提供を目指

　　しています。

 
　以上により、当連結会計年度における研究開発費は34,883千円となりました。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【設備投資等の概要】

当連結会計年度の設備投資については、主に本社兼営業拠点としての土地に対する投資、及びＩＴセキュリティと

いった投資を実施しております。なお、有形固定資産のほか、無形固定資産への投資を含めて記載しております。

当連結会計年度の設備投資の総額は825,692千円（無形固定資産を含む）であり、その主なものは本社兼営業拠点と

しての土地に対する投資によるものであります。なお、重要な設備の除却又は売却はありません。

 
２ 【主要な設備の状況】

(1) 提出会社

      2020年３月31日現在

事業所名
(所在地)

セグメン
トの名称

設備の内容

帳簿価額(千円)
従業員数
(名)建物

及び構築物
車両運搬具

土地
(面積㎡)

工具、器具
及び備品

合計

本社
(東京都世田谷区)

―
本社機能
営業所

20,615 5,928
79,400

(100.73㎡)
1,804 107,747 17

自由が丘センター
(東京都世田谷区)

sumuzu 営業所 75,231 ―
70,736

( 62.06㎡)
2,869 148,837 12

 恵比寿センター
(東京都渋谷区)

sumuzu 営業所 13,724 ―
―

（―）
844 14,568 11

新規営業拠点
(東京都目黒区)

― ― ― ―
824,060

(365.43㎡)
― 824,060 ―

東京近郊他 賃貸 賃貸施設 177,156 ―
290,457

(322.29㎡)
― 467,613 ―

 

(注) １．現在休止中の主要な設備はありません。

２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

３．上記の他、連結会社以外から賃借している設備の内容は、下記のとおりであります。

事業所名
（所在地）

セグメントの名称 設備の内容 年間リース料（千円）

恵比寿センター
(東京都渋谷区)

sumuzu 営業所（賃借） 16,778
 

 

(2) 国内子会社

       2020年３月31日現在

会社名
事業所名
(所在地)

セグメン
トの名称

設備の内容

帳簿価額(千円)

従業員数
(名)建物

及び
構築物

車両運
搬具

土地
(面積㎡)

工具、器具
及び備品

合計

株式会社
グランデ

本社
(東京都渋谷区)

sumuzu 営業所 ― ―
―

(　―　)
1,181 1,181 6

株式会社
グランデ

東京都 賃貸 賃貸施設 35,245 ―
293,817

(782.07㎡)
― 329,062 ―

 

(注) １．現在休止中の主要な設備はありません。

２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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３ 【設備の新設、除却等の計画】

(1)重要な設備の新設等

当社グループは、期末時点ではその設備の新設・更新等の計画を個々のプロジェクトごとに決定しておりませ

ん。そのため、セグメントごとの数値を開示する方法によっております。

当連結会計年度後１年間の設備投資(新設・拡充)は、500,000千円であり、セグメントごとの内訳は次のとおりで

あります。
 

セグメントの名称
投資予定額
(千円)

設備の内容

sumuzu 375,000 本社兼営業拠点

賃貸 ― ―

その他 ― ―

小計 375,000 ―

消去又は全社 125,000 本社兼営業拠点

合計 500,000 ―
 

(注) １．上記の金額に消費税等は含まれておりません。

２．設備計画投資に係る今後の主要資金については、主として、銀行借入による資金を充当する予定でありま

す。

３．重要な設備の除・売却の計画はありません。

４．sumuzuセグメントの計画概要は本社兼営業拠点取得としての建物及び構築物への投資であります。
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第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,000,000

計 8,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(2020年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年６月26日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,775,393 2,799,993
東京証券取引所

マザーズ
単元株式数は100株であります。

計 2,775,393 2,799,993 ― ―
 

（注）提出日現在の発行数には、2020年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

 第１回新株予約権 第２回新株予約権 第３回新株予約権

決議年月日

株主総会決議：
2017年12月21日
取締役会決議：
2017年12月21日

株主総会決議：
2018年12月７日
取締役会決議：

2018年12月７日

株主総会決議：
2019年３月14日
 取締役会決議：

2019年３月14日

付与対象者の区分及び人数（名）

当社取締役３名
当社監査役１名
当社従業員３名
当社子会社取締役１名

当社監査役１名
当社従業員２名

当社取締役１名
当社従業員１名

新株予約権の数(個)※
96,300

［71,700］
(注)１

10,000
(注)１

6,000(注)１

新株予約権の目的となる株式の種
類、内容及び数(株)※

普通株式
96,300

［71,700］
(注)１

普通株式
10,000
(注)１

普通株式
6,000(注)１

新株予約権の行使時の払込金額
(円)※

1,120(注)２ 1,320(注)２ 1,320(注)２

新株予約権の行使期間※
自　2019年12月26日
至　2027年11月25日

自　2020年12月14日
至　2028年11月13日

自　2021年３月19日
至　2029年２月18日

新株予約権の行使により株式を発行
する場合の株式の発行価格及び資本
組入額(円)※

発行価格　　1,120
資本組入額　　560

発行価格　　1,320
資本組入額 　660

発行価格　　1,320
資本組入額 　660

新株予約権の行使の条件※ （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項※
新株予約権の譲渡については、当社取締役会の決議による承認を要するも
のとする。

組織再編成行為に伴う新株予約権の
交付に関する事項※

（注）５
 

※当事業年度の末日（2020年３月31日）における内容を記載しております。当事業年度の末日から提出日の前月末

現在（2020年５月31日）にかけて変更された事項については、提出日の前月末現在における内容を[　]内に記載

しており、その他の事項については、当事業年度の末日における内容から変更はありません。

(注) １．新株予約権１個につき目的となる株式数は、１株であります。

ただし、新株予約権の割当日後、当社が株式分割（株式無償割当を含む。）または株式併合を行う場合、次

の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。ただし、かかる調整は、新株予約権のうち、当該

時点で権利行使されていない新株予約権の目的となる株式の数について行われ、調整の結果生じる１株未満

の端数については、これを切り捨てる。
　

調整後株式数 ＝ 調整前株式数 × 分割・併合の比率
 

　
　　また、当社が吸収合併、新設合併、吸収分割、新設分割、株式交換もしくは株式移転を行なう場合又はその

他やむを得ない事由が生じた場合には、新株予約権の目的となる株式の数は、合理的な範囲で調整されるも

のとする。

　　新株予約権者に交付する株式の数に１株に満たない端数がある場合には、これを切り捨てるものとする。

２．新株予約権の割当日後、当社が株式分割（株式無償割当を含む。）または株式併合を行う場合、次の算式に

より行使価額を調整し、１円未満の端数は切り上げる。
　

調整後行使金額 ＝ 調整前行使金額 ×
１

分割・併合の比率
 

　
また、新株予約権の割当日後に行使価額を下回る払込金額で募集株式の発行または自己株式の処分を行う場

合（新株予約権の行使に基づく株式の発行・処分を除く）は、次の算式により行使価格を調整し、調整によ

り生ずる１円未満の端数は切り上げる。
　

 
調整後行使価額

 
＝

既発行株式数 × 調整前行使価額 ＋ 新規発行株式数 × １株当たり払込金額

既発行株式数＋新規発行株式数
 

上記算式において「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式数を控除した

数とし、自己株式の処分を行う場合には「新規発行」を「自己株式の処分」、「１株当たり払込金額」を
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「１株当たり処分金額」と読み替えるものとする。

さらに、上記のほか、当社が吸収合併、新設合併、吸収分割、新設分割、株式交換もしくは株式移転を行な

う場合又はその他やむを得ない事由が生じた場合には、行使価額は合理的な範囲で調整されるものとする。

３．新株予約権の行使の条件は以下の通りであります。

(1）新株予約権の割当を受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、権利行使時においても、当社ま

たは当社子会社の取締役、監査役、従業員の地位を有していなければならない。ただし、取締役会が

正当な理由があると認めた場合は、この限りではない。

(2）当社の普通株式が、いずれかの金融商品取引所に上場されていること。

(3）新株予約権者が死亡した場合、その相続人による新株予約権の権利行使は認めないものとする。

４．会社が新株予約権を取得することができる事由及び取得の条件は以下の通りであります。

(1）新株予約権者が権利行使をする前に、当社が消滅会社となる合併契約承認の議案又は当社が完全子会

社となる株式交換契約承認もしくは株式移転計画承認の議案につき株主総会で承認された場合（株主

総会決議が不要の場合は、当社取締役会決議がなされた場合）は、当社は無償で新株予約権を取得す

ることができる。

(2）新株予約権者が権利行使をする前に、新株予約権の行使の条件の規定に該当しなくなった場合、及び

新株予約権者が保有する新株予約権を放棄した場合には、当社は無償で新株予約権を取得することが

できる。

５．当社が組織再編行為を実施する際の新株予約権の取扱い

　当社が合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換又は株式移転

（以上を総称して以下「組織再編行為」という。）をする場合において、組織再編行為の効力発生日におい

て残存する新株予約権（以下「残存新株予約権」という。）の新株予約権者に対し、それぞれの場合につ

き、会社法第236条第1項第8号のイからホまでに掲げる株式会社（以下「再編対象会社」という。）の新株予

約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、

再編対象会社は新株予約権を新たに発行するものとする。ただし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株

予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または

株式移転計画において定めた場合に限るものとする。

(1) 交付する再編対象会社の新株予約権の数

組織再編行為の効力発生の時点において残存する募集新株予約権の新株予約権者が保有する新株予約

権の数と同一の数をそれぞれ交付するものとする。

(2) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

　　　　　再編対象会社の普通株式とする。

(3) 新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

　　　　　組織再編行為の条件等を勘案のうえ、前記１に準じて決定する。

(4) 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のう

え、前記２で定められた行使価額を調整して得られる再編後払込金額に上記（３）に従って決定され

る当該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じて得られる金額とする。

(5) 新株予約権を行使することができる期間

行使期間の開始日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅い日から行使期間の満了日までと

する。

(6) 新株予約権の行使の条件

　　　　　前記３に準じて決定する。

(7) 増加する資本金及び資本準備金に関する事項

新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第

１項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果１円未満の端数が生じ

たときは、その端数を切り上げるものとする。

本新株予約権の行使により株式を発行する場合において増加する資本金準備の額は、上記の資本金等

増加限度額から上記に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

(8) 譲渡による新株予約権の取得の制限

　　　　　譲渡による新株予約権の取得については、再編対象会社の承認を要するものとする。

(9) 新株予約権の取得事由
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　　　　　前記４に準じて決定する。

 
② 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
③ 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 
 
(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2017年３月30日
（注）１

普通株式
27

普通株式
227

89,100 99,100 89,100 89,100

2017年６月27日
（注）２

普通株式
2,269,773

普通株式
2,270,000

― 99,100 ― 89,100

2017年12月25日
（注）３

普通株式
52,993

普通株式
2,322,993

29,676 128,776 29,676 118,776

2018年12月13日
（注）４

普通株式
11,700

普通株式
2,334,693

7,722 136,498 7,722 126,498

2019年12月18日
（注）５

普通株式
400,000

普通株式
2,734,693

299,920 436,418 299,920 426,418

2019年12月26日－
2020年３月31日
（注）６

普通株式
40,700

普通株式
2,775,393

22,792 459,210 22,792 449,210

 

　(注)　１．有償第三者割当　　　　27株
 

　　　　　 発行価格　　　 6,600,000円
 

           資本組入額    3,300,000円
 

           割当先       ＭＪ・Ｒ合同会社
 

　　　　２．株式分割（１：10,000）によるものであります。
 

　　　　３．有償第三者割当　 52,993株
 

　　　　　　発行価格　　      1,120円
 

　　　　　　資本組入額　        560円
 

           割当先　　当社役員、当社従業員、ランディックス従業員持株会、他１名
 

　　　　４．有償第三者割当   11,700株
 

　　　　　　発行価格　　      1,320円
 

　　　　　　資本組入額　　      660円
 

           割当先　当社役員、当社従業員、ランディックス従業員持株会、他１名
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　　　　５．有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）
 

　　　　　　発行価格　　　1,630円
 

　　　　　　引受価額　　1,499.6円
 

　　　　　　資本組入額　 749.8円
 

 　　　 ６．新株予約権（ストックオプション）の権利行使による増加であります。
 

　　　　　　行使価格　　　1,120円
 

　　　　　　資本組入額　   560円
 

　　　 ７．2020年４月１日から2020年５月31日までの間に、新株予約権の行使により、

　　　　　　発行済株式数が24,600株、資本金が13,776千円及び資本準備金が13,776千円増加しております。

 
(5) 【所有者別状況】

       2020年３月31日現在

区分

株式の状況(１単元の株式数 100株)

単元未満
株式の状況

(株)
政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計

個人以外 個人

株主数(人) 0 3 23 39 11 6 1,417 1,499 ―

所有株式数
(単元)

0 608 1,196 5,193 235 14 20,504 27,750 393

所有株式数
の割合(％)

0 2.19 4.31 18.71 0.85 0.05 73.89 100.0 ―
 

 
(6) 【大株主の状況】

2020年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

岡田　和也 東京都世田谷区 1,162,500 41.9

エムジェイ・アール合同会社 東京都世田谷区上用賀三丁目12番３号 500,000 18.0

岡田　英利子 東京都世田谷区 120,000 4.3

岡田　光盛 東京都世田谷区 120,000 4.3

渡邉　光章 東京都港区 35,000 1.2

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町一丁目２番10号 30,700 1.1

宇野　康秀 東京都港区 30,000 1.1

松田　純子 東京都世田谷区 27,000 1.0

ＳＭＢＣ日興証券株式会社 東京都千代田区丸の内三丁目３番１号 22,300 0.8

畔柳　賢吾 神奈川県藤沢市 22,200 0.8

計 ― 2,069,700 74.6
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2020年３月31日現在
 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

27,750 ―
2,775,000

単元未満株式
普通株式

― ―
393

発行済株式総数 2,775,393 ― ―

総株主の議決権 ― 27,750 ―
 

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

２ 【自己株式の取得等の状況】
 

【株式の種類等】

 
　該当事項はありません。

 

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 
(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

 
(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

該当事項はありません。
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３ 【配当政策】

当社は、株主に対する利益還元を重要な課題として認識しており、中長期的な視点で、利益の再投資を通じた株主

価値向上を図るとともに、事業環境や業績、財務状況などを総合的に勘案したうえで、継続的かつ安定的な配当を実

施することを基本方針としております。

当社の剰余金の配当は、期末配当の年１回を基本方針としております。配当の決定機関は、株主総会であります。

当事業年度の剰余金の配当につきましては上記方針に基づき、１株当たり50円と決定いたしました。この結果、当

連結会計年度の連結配当性向は18.2％となりました。内部留保資金につきましては、今後の事業拡大に活用していく

所存であります。

 

基準日が当事業年度に属する剰余金の配当は、以下のとおりであります。

決議年月日 配当金の総額（千円） １株当たり配当額（円）

2020年６月25日
定時株主総会決議

138,769 50.0
 

 

今後につきましては、連結配当性向20.0％程度を目安に、安定的な１株当たり配当を目指してまいります。当社

は、取締役会の決議により、毎年９月30日を基準日として、中間配当を行うことができる旨を定款に定めておりま

す。

 
４ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの概要】

①　コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

当社は、経営の効率化、健全性、透明性を高め、長期的かつ継続的に株主価値を向上させる企業経営の推進が

コーポレート・ガバナンスの基本であると考え、経営上の重要課題であると認識しています。このため、経営環

境の変化に迅速かつ適正に対応した意思決定体制、公正で透明性があり効率的な業務執行体制を構築し、当社の

あらゆるステークホルダーとの関係を適切に保ちながら、法令遵守のもと、コーポレート・ガバナンスの充実に

取組みます。

②　企業統治の体制の概要及び当該体制を採用する理由

ａ．企業統治の体制の概要

当社は会社法に基づく機関として、株主総会、取締役会、監査役会及び会計監査人を設置しています。取締

役会が迅速かつ適正に重要業務の執行の決定と個々の取締役の職務執行の監督を行い、全員が社外監査役で構

成される監査役会は公正かつ独立の立場から監査しています。

当社は、この体制が当社の持続的発展、持続的な株主価値の向上に有効であると考えています。

イ．取締役会

当社の取締役会は、取締役５名で構成され、うち１名は社外取締役であります。毎月１回の定時取締役会

のほか、必要に応じて随時、臨時取締役会を開催し、相互に取締役としての職務執行を監督し、経営判断の

原則に基づき迅速に意思決定を行っています。当該取締役会には監査役３名も出席し、職務の執行状況につ

いて、法令・定款に違反しないかのチェックを行うとともに、必要に応じて意見を述べております。

ロ．監査役会

当社は監査役会設置会社であり、監査役３名は全員が社外監査役であり、コーポレート・ガバナンスの運

営状況を監督し、取締役の職務執行を含む日常活動の業務監査および会計監査を行っています。また、内部

監査担当者の報告を聴取し、代表取締役社長とも原則として毎月１回意見交換を行っており、常時重要項目

の協議を行っています。

ハ．内部監査

当社は、現時点においては小規模な組織体制であるため、独立した内部監査担当部署は置かず、経営企画

室（３名）が内部監査を担当しています。経営企画室は自己監査とならないよう、経営企画室担当業務につ

いての監査は、管理部（１名）が内部監査を行います。
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ニ．コンプライアンス委員会

法令遵守に向けた取組みを行うために、取締役及び監査役全員を構成員とするコンプライアンス委員会を

設置しています。同委員会は、当社グループが認識するべきコンプライアンス上の問題を整理し協議する場

として、少なくとも四半期に１回開催しています。

ホ．会計監査人

当社は、有限責任 あずさ監査法人と監査契約を締結し、会計監査を受けています。

ヘ．外部専門機関

当社は、法律やその他専門的な判断を必要とする事項につきましては、顧問弁護士、顧問税理士、顧問社

会保険労務士、顧問司法書士などに相談し、助言その他を受けています。

 
ｂ．企業統治の体制を採用する理由

当社は、取締役４名、社外取締役１名、監査役３名で構成される取締役会及び監査役３名で構成される監査

役会を設置する監査役会設置会社であります。監査役会の構成員である３名全員が社外監査役であり、外部の

視点からの経営監督機能は有効に機能していると判断し、この体制を採用しております。

 

なお、機関ごとの構成員は次のとおりであります。（◎は議長を表す。）

役職名 氏名 取締役会 監査役会
コンプライアンス

委員会

代表取締役　社長 岡田和也 ◎  ○

専務取締役
自由が丘センター長

古室健 ○  ○

取締役 小野雅之 ○  ○

取締役　管理部長 中野剛 ○  ◎

取締役 西村弘之 ○  ○

常勤監査役 髙木和則 ○ ◎ ○

監査役 岡本弘 ○ ○ ○

監査役 堀内雅生 ○ ○ ○

経営企画室　室長 松村隆平   ○
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また、当社のコーポレート・ガバナンス体制の模式図は次のとおりであります。

 

③　企業統治に関するその他の事項

ａ．内部統制システムの整備状況

当社は、法令及び定款を遵守し、社旗規範並びに倫理規範を尊重する企業として、以下を内部統制システム

に関する基本方針とします。

イ．取締役及び使用人（以下「取締役等」という）の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するた

めの体制

・取締役等の職務の執行が法令及び定款に適合し、企業倫理を重んじ、かつ、社会的責任を果たすため「リ

スク管理規程」を取締役等に周知徹底させる。

・コンプライアンス管理の主管部門は管理部とする。

・取締役やその他の管理職によって構成されるコンプライアンス委員会を設置し、コンプライアンスに関す

る研修・意識共有を行うことにより、コンプライアンスに関する知識を高め、これを尊重する意識を醸成

する。

・「取締役会規程」及び「会議体規程」に基づき、会議体において各取締役及び各部門長の職務の執行状況

について円滑な報告がなされる体制を整備する。

・組織、職制、指揮命令系統及び業務分掌等を定めた「職務分掌規程」、及び各職位の責任体制の運用に関

する基本的事項を定めた「職務権限規程」に基づき、これらの規程に従い職務の執行がなされる体制を整

備し、経営環境の変化に対応する。

・連絡先が監査役および顧問弁護士に設定された「内部通報窓口」を設置し、社内の法令違反について適切

な情報供給がなされる体制を構築する。内部通報窓口の存在の周知と、運用方法については内部通報規程

によって社内に周知し、相談者・通報者に対して不利益な取扱いは行わないこととする。

・内部監査が実効的に行われることを確保するための体制を整備し、高い専門性及び倫理観を有する内部監

査人による監査を実施する。
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ロ．当社グループにおける業務の適正を確保するための体制

・「関係会社管理規程」に基づき、子会社の経営について自主性を尊重しつつ、業績、経営計画の進捗状

況、業務の執行状況について定期的に報告を求めるとともに、当該子会社において重要な事象が発生した

場合には、適宜報告を求めるものとする。

・管理部・経営企画室・内部監査人が子会社のコンプライアンス体制・リスク管理体制を監視すると同時

に、内部統制システムの状況を監査し、整備・運用を指導する。

・当社内に子会社の内部通報窓口を設けることにより、業務の適正確保に努めるものとする。

 
ハ．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

・「取締役会規程」に基づき、月１回の定例取締役会並びに、随時行う臨時取締役会において重要事項の決

定並びに取締役の業務執行状況についての情報を共有する。

・予算制度に基づき、月次業績をタイムリーに把握し、必要に応じ対応策を検討・実施する。

 
ニ．取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

・取締役の職務執行状況の報告は、取締役会議事録等の文書（関連資料および電子媒体等に記録されたもの

を含む以下「文書」という）に保存され、その情報の管理については、「文書管理規程」および「情報セ

キュリティ管理規程」の定めるところによる。

 
ホ．損失の危険の管理に関する規程その他の体制

・リスク管理担当責任者は取締役管理部長とし、リスク管理の統括部門は管理部とする。リスク管理担当責

任者並びに管理部は、「リスク管理規程」に基づき、事業全体のリスクを網羅的に把握・管理する体制

（以下「リスク管理体制」という）の構築を行い、これを運用する。リスク管理体制については、社会環

境の変化に対応して適宜見直しを行う。

 
ヘ．財務報告の信頼性を確保するための体制

・社長は、財務報告の信頼性を確保するための内部統制システムの整備を経営上の最重要項目の一つと位置

づけ、財務報告の信頼性確保を推進する。

・財務報告における虚偽記載リスクを低減し、未然に防ぐよう管理することで、内部統制が有効に機能する

体制構築を図る。

・財務報告の信頼性を確保するために、内部監査人により、業務プロセスのリスク評価を継続的に実施する

とともに、評価結果を社長に報告する。

 
ト．監査役監査の実効性を確保するための体制

・監査役がその職務を補助する使用人（以下、「補助使用人」）を置くことを求めた場合は、適切な人員を

選定することができる。

・当該補助使用人に対する指示の実効性と取締役からの独立性を確保するために、当該補助使用人の任命、

異動、評価、懲戒は、監査役会の同意を要するものとする。

・監査役より監査業務に必要な命令を受けた補助使用人は、その命令に関して取締役、その他の使用人の指

揮命令を受けないものとする。

・取締役等は、法定事項の他以下の事項を監査役に報告する。

①当社の経営・業績に影響を及ぼす重要な事項

②当社の内部監査部門の活動概要

③当社の内部統制に関する活動概要

④リスク・コンプライアンスホットラインの運用・通報の状況

・会社は、監査役へ報告した者に当該報告をしたことを理由として人事上の不利な取扱いをしてはならな

い。

・監査役は、重要な意思決定の過程及び業務の執行状況を把握するため、取締役会その他の重要な会議に出

席し、必要に応じて意見を述べる。

・監査役の職務の執行について生ずる弁護士、公認会計士等に対する費用の前払または償還の手続その他の

当該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理は、監査役の職務に必要でないと認められる場合を除

き、会社がこれを負担する。
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・監査役会は、代表取締役、会計監査人、内部監査人と定期的な会議等をもち、また監査役と内部監査人・

会計監査人との十分な連携を図ることにより、監査が実効的に行われるための体制を整備する。

・監査役会は稟議書その他業務執行に関する重要な文書を閲覧し、必要に応じ取締役等に対し、その説明を

求めることができる。

 
ｂ．リスク管理体制の整備状況

当社は、各部門からの情報収集をもとに、コンプライアンス委員会等を通じてリスク情報を共有することに

より、リスクの顕在化の未然防止に努めております。また、不祥事を未然に防止するために内部通報制度を設

け、社内及び社外に内部通報窓口を設置することで、潜在的なリスクの早期発見及び未然防止に努めておりま

す。

 

ｃ．取締役会で決議できる株主総会決議事項

当社は、法令に別段の定めがある場合を除き、会社法第426条第１項に基づき、取締役会の決議をもって、取

締役及び監査役（取締役及び監査役であったものを含む。）の損害賠償責任を法令の限度において、免除する

ことができる旨を定款に定めております。これは、取締役及び監査役が、期待される役割を十分に発揮する環

境を整備することを目的とするものであります。

 

ｄ．取締役の定数

当社の取締役は８名以内とする旨を定款に定めております。

 

ｅ．取締役の選任決議要件

当社は、取締役の選任決議について、株主総会において議決権を行使することができる株主の議決権の３分

の１以上を有する株主が出席し、出席した当該株主の議決権の過半数を持って行い、かつ累積投票によらない

ものとする旨を定款に定めております。

 

ｆ．剰余金の配当等の決定機関

当社は、剰余金の配当等を機動的に実施するため、毎年９月30日を基準日として、取締役会の決議によって

会社法第454条第５項に定める剰余金の配当（中間配当）をすることができる旨を定款に定めております。

 

ｇ．自己株式取得の決定機関

当社は、機動的な資本政策を遂行するため、会社法第165条第２項の規定により、取締役会の決議によって市

場取引等により自己の株式を取得できる旨を定款で定めております。
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(2) 【役員の状況】

①　役員一覧

男性8名　女性-名(役員のうち女性の比率-％)

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

(株)

代表取締役

社長
岡田　和也 1969年５月24日

1991年４月 協立広告株式会社入社

1993年11月 城南リハウス株式会社入社

1995年４月 株式会社ランディックス

(旧会社)入社

2001年２月 当社入社

2002年６月 当社代表取締役社長就任

（現任）

2003年８月 株式会社グランデ設立、取

締役就任（現任）

（注）４ 1,662,500

専務取締役 古室　健 1965年11月18日

1988年４月 住友不動産販売株式会社入

社

2013年４月 当社入社

2017年３月 当社取締役就任

2019年４月 当社取締役桜新町センター

長就任

2020年６月 当社専務取締役流通営業部

本部長就任（現任）

株式会社グランデ取締役就

任（現任）

（注）４ 5,000

 

取締役

（注）１
小野　雅之 1979年７月13日

1997年５月 有限会社永建工業入社

（注）４ ―

1999年５月 有限会社太利建設入社

2001年２月 当社入社

2016年５月 株式会社グランデに転籍

代表取締役就任（現任）

2020年６月 当社取締役就任（現任）

取締役

管理部長
中野　剛 1971年９月28日

2005年９月 株式会社デジタルハーツ入

社　経理部長就任

（注）４ ―

2006年１月 同社取締役管理部統括部長

就任

2008年４月 同社常務取締役CFO就任

2010年４月 同社専務取締役管理本部・

経営企画室・社長室管掌

2013年７月 株式会社産業革新機構（現

株式会社産業革新投資機

構）入社 ディレクター

2014年１月 株式会社ヘリオス社外監査

役（常勤）就任

2015年４月 株式会社フレアス経営顧問

2016年10月 同社社外取締役就任

2017年８月 同社取締役管理本部長就任

2020年４月 同社取締役

2020年６月 当社取締役管理部長就任

（現任）

 取締役

（注）２
西村　弘之 1962年７月３日

1985年４月 アーサー・アンダーセン・

アンド・カンパニー(現ア

クセンチュア株式会社)入

社

（注）４ ―

1990年９月 同社マネージャー

1995年９月 同社アソシエートパート

ナー

1997年９月 同社パートナー

2010年８月 MUI株式会社設立、同社代

表取締役就任（現任）

2019年３月 当社社外取締役就任（現

任）
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期 所有株式数(株)

常勤監査役

（注３）
髙木　和則 1955年３月２日

1978年４月 新日本証券株式会社（現み

ずほ証券株式会社）入社

2011年10月 株式会社フクダ電子　顧問

2016年６月 株式会社アチーブゴール　

監査役就任

2016年６月 デンタルサポート株式会社

社外取締役就任

2016年10月 当社監査役就任（現任）

2017年３月 株式会社グランデ監査役就

任（現任）

（注）５ 600

監査役

（注３）
岡本　弘 1955年８月10日

1978年４月 新日本証券株式会社（現み

ずほ証券株式会社）入社

2007年４月 新光投信株式会社転籍　執

行役員就任

2017年６月 当社非常勤監査役就任（現

任）

（注）５ ―

監査役

（注３）
堀内　雅生 1969年11月13日

1995年４月 株式会社インテリジェンス

（現パーソルキャリア株式

会社）入社

1998年３月 株式会社サイバーエージェ

ント社外監査役就任

2010年12月 株式会社U-NEXT（現株式会

社USEN-NEXT-HOLDINGS）取

締役管理部長就任

株式会社U-NEXTマーケティ

ング監査役就任（現任）

2011年５月 株式会社U-MX監査役就任

（現任）

2014年３月 株式会社Next Innovation

監査役就任（現任）

2017年７月 株式会社U-NEXT（現株式会

社USEN-NEXT HOLDINGS）常

勤監査役就任（現任）

株式会社USEN ICT

Solutions監査役就任（現

任）

株式会社USEN-NEXT　

LIVINGPARTNERS監査役就任

（現任）

2017年12月 株式会社サイバーエージェ

ント社外取締役就任（現

任）

2018年６月 当社非常勤監査役就任（現

任）

(注）５ 600

計 1,668,700
 

 
(注）１．小野雅之は現在当社の100％子会社である株式会社グランデにおいて代表取締役であります。

２．取締役西村弘之は、社外取締役であります。

３．監査役髙木和則、岡本弘、堀内雅生は社外監査役であります。

４．2019年８月29日開催の臨時株主総会終結の時から選任後２年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに

関する定時株主総会終結の時までであります。

５．2019年８月29日開催の臨時株主総会終結の時から選任後４年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに

関する定時株主総会終結の時までであります。
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②　社外役員の状況

当社は社外取締役１名、社外監査役３名を選任しております。

社外取締役西村弘之は、過去にアクセンチュア株式会社において、パートナーコンサルタントとして幅広い業

界でのコンサルティングを行った経験を有しており、新規事業や業務改善における非常に幅広い見識が、当社の

今後のビジネスモデル構築において強力な推進力となると考え、選任しております。また、当社との間に人的関

係、資本的関係又は取引関係その他の利害関係は無く、社外取締役としての独立性を有しているものと判断して

おります。

常勤監査役髙木和則は、新光証券株式会社（現みずほ証券株式会社）での公開引受副部長として未上場会社を

指導した経験もあり、当社の監査役監査において、未上場会社育成の豊富な経験に基づき、経営並びに事業推進

の監督及びチェック機能を果たすことを期待して、選任しております。

監査役岡本弘は、新光投信株式会社執行役員を経験しており、新光証券株式会社（現みずほ証券株式会社）並

びに新光投信株式会社におけるアナリストとしての企業経営評価の豊富な経験を、当社の監査役監査や上場後の

株主との対話（エンゲージメント）に生かしてもらうことを期待して、選任しております。

監査役堀内雅生は、株式会社USEN-NEXT HOLDINGS常勤監査役、株式会社サイバーエージェント社外取締役(監査

等委員)、フォースタートアップ株式会社社外取締役等を兼任しており、監査役としての豊富な経験や人脈が当社

の監査役監査に生きることを期待し、選任しております。

監査役は３名全員が社外監査役であり、当社との間に人的関係又は取引関係その他の利害関係はありません。

内２名がそれぞれ600株を保有しておりますが、所有株式数の割合は僅少であるため、十分な独立性を確保してい

るものと考えております。また、当社は社外取締役又は社外監査役を選任するための独立性の判断に関する基準

又は方針として特段定めたものはありませんが、選任に当たっては、東京証券取引所の独立役員の独立性に関す

る判断基準を参考にしております。

なお、当社は会社法第427条第１項に基づき、社外取締役及び社外監査役との間において、会社法第423条第１

項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契約に基づき損害賠償責任限度額は、法令が定める額と

しております。

 

③　社外取締役又は社外監査役による監督又は監査と内部監査、監査役監査及び会計監査との相互連携並びに内部

統制部門との関係

社外取締役又は社外監査役による監督又は監査と内部監査、監査役監査及び会計監査との相互連携並びに内部

統制部門との関係については、取締役会、監査役会において適宜報告及び意見交換がなされております。

 

(3) 【監査の状況】

①　監査役監査の状況

当社における監査役監査は、基本的に月１回の監査役会を実施しているほか、都度必要に応じて臨時監査役会

を実施しており、常勤監査役は毎営業日の出社を原則としております。なお、当事業年度においては、17回の監

査会を実施しており、個々の監査役の出席状況については次のとおりであります。

氏名 開催回数 出席回数

髙木　和則 17回 17回

岡本　弘 17回 17回

堀内　雅生 17回 17回
 

監査役会における主な検討事項として、年度の監査方針・監査計画・監査の方法・各監査役の職務分担の決

定、会計監査人の評価と再任同意、監査法人が作成した年度監査計画の確認、監査法人の監査報酬に対する同

意、常勤監査役による月次活動報告に基づく情報共有等が挙げられます。

また、常勤監査役の活動は、年間監査計画に基づいて実施されており、各部門や各店舗への往査を実施し、業

務の意思決定や業務執行について法令及び社内規程への遵守状況の確認を行っております。その他、必要に応じ

て経営企画室や会計監査人との連携を行い、相互に情報共有や意見交換を行うことで、効率的で組織的な監査を

実施するよう努めております。
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②　内部監査の状況

当社における内部監査は、経営企画室(４名)及び管理部（１名）で行っております。当社は現時点においては

小規模な組織体制であるため、独立した内部監査担当部署は置かず、経営企画室が内部監査を担当部門として兼

任しております。経営企画室の担当業務については、自己監査とならないよう、管理部が内部監査を行います。

経営企画室は期首に内部監査計画を策定したうえで、内部監査計画に従い当社の各部門及び各店舗の内部監査を

実施しております。監査の内容は業務の法令及び社内規程への遵守状況や、業務の有効性及び妥当性について監

査を行っております。

 
③　会計監査の状況

ａ．監査法人

有限責任 あずさ監査法人

 
b． 継続監査期間

３年間

 
c．業務を執行した公認会計士名

指定有限責任社員　業務執行社員　秋山 高広

指定有限責任社員　業務執行社員　坂井 知倫

指定有限責任社員　業務執行社員　永井 公人

 
d．監査業務に係る主な補助者の構成

公認会計士６名、その他６名

 
e．監査法人の選定方針と理由

会計監査人の選任・再任については、当社の業務内容に対応して効率的な監査業務を実施することができる

一定の規模を持つこと、審査体制が整備されていること、監査日数、監査期間及び具体的な監査実施要領並び

に監査費用が合理的かつ妥当であること、さらに監査実績などにより総合的に判断しております。

 
f．監査役及び監査役会による監査法人の評価

日本監査役協会が公表する「会計監査人の評価及び選定基準策定に関する監査役等の実務指針」などを参考

として、会計監査人から報告を受けた監査計画・監査の実施状況・職務の遂行が適正に行われていることを確

保するための品質管理体制等とその実績・実体を比較検証すると共に監査報告書の内容の充実度等を総合的に

評価しております。

 
④　監査報酬の内容等

ａ．監査公認会計士等に対する報酬の内容

前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に
 基づく報酬(千円)

非監査業務に
 基づく報酬(千円)

監査証明業務に
 基づく報酬(千円)

非監査業務に
 基づく報酬(千円)

13,250 ― 18,937 2,000
 

　当連結会計年度における非監査業務の内容は、新規上場に係るコンフォートレター作成業務であります。

 
ｂ．監査公認会計士等と同一のネットワークに属する組織に対する報酬

該当事項はありません。

 

ｃ．その他の重要な証明業務に基づく報酬の内容

該当事項はありません。

 

ｄ．監査報酬の決定方針

監査報酬の決定方針はありませんが、当社の規模・特性・監査日数等を勘案して、監査法人から掲示された

見積り案をもとに監査役会の同意を得た上で決定しております。
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ｅ．監査役会が会計監査人の報酬等に同意した理由

監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、過年度の監査

計画における監査項目別監査時間の実績及び報酬額の推移並びに会計監査人の職務遂行状況を確認し、当事業

年度の監査計画及び報酬額の妥当性を検討した結果、会計監査人の報酬等について会社法第399条第１項の同意

を行っております。
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(4) 【役員の報酬等】

①　役員の報酬等の額又はその他算定方法の決定に関する方針に係る事項

取締役及び監査役の報酬は、株主総会決議により報酬総額の限度額を決定しております。2017年６月23日開催

の定時株主総会において取締役の報酬総額を年額200,000千円以内（使用人兼務取締役の使用人分給与を含まな

い。）、監査役の報酬総額を年額20,000千円以内と決議しております。

取締役の報酬は固定報酬を採用しており、業績変動報酬ではありません。各取締役の報酬額については代表取

締役社長に一任しておりますが、決定にあたっては必要に応じて社外取締役へ意見を求め、業績、利益水準およ

び同業他社の水準等を考慮し、総合的な視点から決定しております。また、監査役の報酬については監査役の協

議により決定しております。

 

②　役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

役員区分
報酬等の総額
  (千円)

報酬等の種類別の総額(千円) 対象となる
役員の員数

 (名)固定報酬 業績連動報酬
ストック・
オプション

取締役
 (社外取締役を除く)

123,716 123,716 - - ４

監査役
 (社外監査役を除く)

- - - - -

社外役員 11,808 11,808 - - ４
 

 
 
③　役員ごとの連結報酬等の総額等

連結報酬等の総額が１億円以上である者が存在しないため、記載しておりません。

 

④　使用人兼務役員の使用人給与のうち重要なもの

該当事項はありません。

 

 
(5) 【株式の保有状況】

該当事項はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１.連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1) 当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号）に

基づいて作成しております。

 
(2) 当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。以下「財

務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。　

　　また、当社は、特例財務諸表提出会社に該当し、財務諸表等規則第127条の規定により財務諸表を作成しておりま

す。

 

２.監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度(2019年４月１日から2020年３月31日ま

で)の連結財務諸表及び事業年度(2019年４月１日から2020年３月31日まで)の財務諸表について、有限責任 あずさ監

査法人により監査を受けております。

 
３.連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等の内

容を適切に把握するため、公益財団法人財務会計基準機構へ加入し、また、会計基準等の変更について的確に対応す

る体制を整備するために、監査法人等が主催するセミナーへ参加するなど、積極的な情報収集に努めております。

 

EDINET提出書類

株式会社ランディックス(E35303)

有価証券報告書

42/82



１ 【連結財務諸表等】

(1) 【連結財務諸表】

① 【連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,593,398 3,691,032

  たな卸資産 ※１,※２  2,857,436 ※１,※２  2,240,509

  その他 148,673 184,966

  流動資産合計 5,599,508 6,116,507

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 420,047 420,047

    減価償却累計額 △82,955 △98,075

    建物及び構築物（純額） ※２  337,092 ※２  321,972

   車両運搬具 28,380 28,380

    減価償却累計額 △18,452 △22,451

    車両運搬具（純額） 9,927 5,928

   工具、器具及び備品 17,992 19,338

    減価償却累計額 △10,091 △12,638

    工具、器具及び備品（純額） 7,901 6,699

   土地 ※２  734,410 ※２  1,558,470

   有形固定資産合計 1,089,331 1,893,071

  無形固定資産   

   その他 215 411

   無形固定資産合計 215 411

  投資その他の資産   

   その他 124,798 147,190

   投資その他の資産合計 124,798 147,190

  固定資産合計 1,214,346 2,040,673

 資産合計 6,813,854 8,157,181
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 ※２  1,504,299 ※２  1,843,701

  1年内返済予定の長期借入金 ※２  327,883 ※２  83,684

  未払法人税等 198,892 235,021

  賞与引当金 1,414 1,414

  その他 241,156 292,711

  流動負債合計 2,273,646 2,456,533

 固定負債   

  長期借入金 ※２  1,284,176 ※２  1,166,628

  その他 64,412 59,103

  固定負債合計 1,348,588 1,225,731

 負債合計 3,622,235 3,682,265

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 136,498 459,210

  資本剰余金 349,366 672,078

  利益剰余金 2,705,754 3,343,627

  株主資本合計 3,191,619 4,474,916

 純資産合計 3,191,619 4,474,916

負債純資産合計 6,813,854 8,157,181
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② 【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前連結会計年度
(自　2018年４月１日
　至　2019年３月31日)

当連結会計年度
(自　2019年４月１日
　至　2020年３月31日)

売上高 6,441,093 8,086,485

売上原価 ※１  4,644,574 ※１  6,017,775

売上総利益 1,796,518 2,068,709

販売費及び一般管理費 ※２  935,913 ※２,※３  1,066,103

営業利益 860,605 1,002,606

営業外収益   

 違約金収入 2,129 10,120

 その他 4,991 1,679

 営業外収益合計 7,121 11,799

営業外費用   

 支払利息 34,924 33,151

 株式公開費用 － 11,906

 その他 74 261

 営業外費用合計 34,998 45,319

経常利益 832,728 969,085

特別利益   

 保険解約返戻金 56,701 55,658

 その他 2,216 －

 特別利益合計 58,917 55,658

税金等調整前当期純利益 891,646 1,024,744

法人税、住民税及び事業税 330,719 370,306

法人税等調整額 △10,684 △20,789

法人税等合計 320,035 349,516

当期純利益 571,611 675,228

親会社株主に帰属する当期純利益 571,611 675,228
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【連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前連結会計年度
(自　2018年４月１日
　至　2019年３月31日)

当連結会計年度
(自　2019年４月１日
　至　2020年３月31日)

当期純利益 571,611 675,228

包括利益 571,611 675,228

（内訳）   

 親会社株主に係る包括利益 571,611 675,228

 非支配株主に係る包括利益 － －
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③ 【連結株主資本等変動計算書】

前連結会計年度(自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

 (単位：千円)

 
株主資本

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 128,776 341,644 2,162,019 2,632,440 2,632,440

当期変動額      

新株の発行 7,722 7,722  15,444 15,444

剰余金の配当   △27,875 △27,875 △27,875

親会社株主に帰属する当期純利

益
  571,611 571,611 571,611

当期変動額合計 7,722 7,722 543,735 559,179 559,179

当期末残高 136,498 349,366 2,705,754 3,191,619 3,191,619
 

 

当連結会計年度(自　2019年４月１日　至　2020年３月31日）

 (単位：千円)

 
株主資本

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計

当期首残高 136,498 349,366 2,705,754 3,191,619 3,191,619

当期変動額      

新株の発行 322,712 322,712  645,424 645,424

剰余金の配当   △37,355 △37,355 △37,355

親会社株主に帰属する当期純利

益
  675,228 675,228 675,228

当期変動額合計 322,712 322,712 637,872 1,283,296 1,283,296

当期末残高 459,210 672,078 3,343,627 4,474,916 4,474,916
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④ 【連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前連結会計年度
(自　2018年４月１日
　至　2019年３月31日)

当連結会計年度
(自　2019年４月１日
　至　2020年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前当期純利益 891,646 1,024,744

 減価償却費 21,161 21,756

 支払利息 34,924 33,151

 違約金収入 △2,129 △10,120

 株式公開費用 － 11,906

 保険解約返戻金 △56,701 △55,658

 たな卸資産の増減額（△は増加） △340,981 616,927

 前渡金の増減額（△は増加） △74,431 31,408

 賞与引当金の増減額（△は減少） △192 △0

 未払金の増減額（△は減少） △5,193 61,686

 前受金の増減額（△は減少） △11,358 △68,324

 その他 △3,263 49,048

 小計 453,480 1,716,527

 利息及び配当金の受取額 33 51

 利息の支払額 △33,826 △38,487

 助成金の受取額 3,816 970

 違約金の受取額 2,129 －

 法人税等の支払額 △236,897 △387,291

 営業活動によるキャッシュ・フロー 188,735 1,291,769

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形及び無形固定資産の取得による支出 △10,618 △826,438

 有形及び無形固定資産の売却による収入 6,250 －

 保険積立金の積立による支出 △8,949 △6,937

 保険積立金の解約による収入 66,488 57,362

 その他 2,698 8,193

 投資活動によるキャッシュ・フロー 55,870 △767,820

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） △35,299 339,402

 長期借入れによる収入 298,500 400,000

 長期借入金の返済による支出 △143,582 △761,746

 株式の発行による収入 15,444 645,424

 配当金の支払額 △27,875 △37,355

 上場関連費用の支出 － △11,906

 財務活動によるキャッシュ・フロー 107,186 573,817

現金及び現金同等物に係る換算差額 280 △133

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 352,072 1,097,633

現金及び現金同等物の期首残高 2,241,325 2,593,398

現金及び現金同等物の期末残高 2,593,398 3,691,032
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【注記事項】

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１. 連結の範囲に関する事項

すべての子会社を連結しております。

連結子会社の数

 1社

連結子会社の名称

 株式会社グランデ

 
２. 持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

 
３. 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。

 

４. 会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

たな卸資産

販売用不動産及び仕掛販売用不動産

個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切り下げの方法により算定）を採用して

おります。なお、販売用不動産のうち賃貸に供している物件については、有形固定資産に準じて減価償却を

行っております。

 

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

有形固定資産

定率法を採用しております。ただし、建物（建物附属設備は除く）及び2016年４月１日以降に取得した建物附

属設備については、定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物　　　　15～50年

車両運搬具　　　　　　　　６年

工具、器具及び備品　　３～15年

 

(3) 重要な引当金の計上基準

賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当連結会計年度に見合う額を計上して

おります。

 
(4) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか

負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期的な投資からなっております。

 

(5) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。
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(未適用の会計基準等)

１．収益認識に関する会計基準等

・「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）

・「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2020年３月31日）

 

(1）概要

収益認識に関する包括的な会計基準であります。収益は、次の５つのステップを適用し認識されます。

　ステップ１：顧客との契約を識別する。

　ステップ２：契約における履行義務を識別する。

　ステップ３：取引価格を算定する。

　ステップ４：契約における履行義務に取引価格を配分する。

　ステップ５：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する。

 

(2）適用予定日

2022年３月期の期首より適用予定であります。

 

(3）当該会計基準等の適用による影響

影響額は、当連結財務諸表の作成時において評価中であります。

 
２．時価の算定に関する会計基準等

・「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号 2019年７月４日)

・「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2019年７月４日）

・「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　2019年７月４日）

・「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）

・「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号　2020年３月31日）

 

(1)概要

　国際的な会計基準の定めとの比較可能性を向上させるため、「時価の算定に関する会計基準」及び「時価の算

定に関する会計基準の適用指針」（以下「時価算定会計基準等」という。）が開発され、時価の算定方法に関す

るガイダンス等が定められました。時価算定会計基準等は次の項目の時価に適用されます。

　・「金融商品に関する会計基準」における金融商品

　・「棚卸資産の評価に関する会計基準」におけるトレーディング目的で保有する棚卸資産

　また「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」が改訂され、金融商品の時価のレベルごとの内訳等の注記

事項が定められました。

 

(2)適用予定日

2022年３月期の期首より適用予定であります。

 

(3)当該会計基準等の適用による影響

影響額は、当連結財務諸表の作成時において評価中であります。

 
(表示方法の変更)

（連結損益計算書関係）　

　前連結会計年度において、独立掲記しておりました「営業外収益」の「助成金収入」は、金額的重要性が乏しく

なったため、当連結会計年度より「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更を反映させるため、

前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外収益」に表示していた「助成金収入」3,816千

円、「その他」1,175千円は、「その他」4,991千円として組み替えております。

 

（連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　前連結会計年度において、独立掲記しておりました「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「助成金収入」
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は、重要性が乏しくなったため、当連結会計年度より「その他」に含めて表示しております。この表示方法の変更

を反映させるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」

に表示していた「助成金収入」△3,816千円、「その他」552千円は、「その他」△3,263千円として組み替えており

ます。

 
(追加情報)

新型コロナウイルスの感染拡大の影響について、今後の広がりや収束時期等についての統一的な見解は発表され

ておりません。しかしながら、新型コロナウイルスの感染拡大は、経済活動、企業活動に広範な影響を与える事象

であり、連結財務諸表作成時に入手可能な情報に基づき、翌連結会計年度の一定期間にわたり当該影響が継続する

との仮定を置き、繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。

なお、当該見積りは現時点の最善の見積りであるものの、見積りに用いた仮定の不確実性は高く、新型コロナウ

イルスの収束時期、および経済環境への影響が変化した場合には、上記の見積りの結果に影響し、翌連結会計年度

の当社グループの財政状態、経営成績、およびキャッシュ・フローに影響を及ぼす可能性があります。

 

EDINET提出書類

株式会社ランディックス(E35303)

有価証券報告書

51/82



 

(連結貸借対照表関係)

※１ たな卸資産の内訳は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

販売用不動産 2,615,227千円 1,963,619千円

仕掛販売用不動産 242,209 〃 276,889 〃
 

 
※２ 担保資産及び担保付債務

担保に供している資産及び担保付債務は次のとおりであります。

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

たな卸資産 2,358,726千円 1,783,538千円

建物及び構築物 223,612 〃 145,059 〃

土地 550,278 〃 1,217,549 〃

計 3,132,616千円 3,146,147千円
 

 

 

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

短期借入金 1,353,989千円 1,712,731千円

1年内返済予定の長期借入金 287,854 〃 43,688 〃

長期借入金 1,124,197 〃 1,046,612 〃

計 2,766,040千円 2,803,032千円
 

 

(連結損益計算書関係)

※１　期末たな卸高は収益性の低下による簿価切下後の金額であり、次のたな卸資産評価損が売上原価に含まれており

ます。

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

 1,344千円 ―千円
 

 
※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

役員報酬 163,739千円 163,274千円

給料及び手当 250,309　〃 264,559　〃

租税公課 151,056　〃 161,955　〃

支払手数料 70,457　〃 117,195　〃
 

 

（表示方法の変更）

　「支払手数料」は金額的重要性が増したため、当連結会計年度より主要な費目として表示しております。

なお、この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度におきましても主要な費目として表示してお

ります。

 
※３　一般管理費に含まれる研究開発費の総額は次のとおりであります。

前連結会計年度
（自　2018年４月１日　
   至　2019年３月31日）

当連結会計年度
（自　2019年４月１日　
   至　2020年３月31日）

―千円 34,883千円
 

 
 

(連結包括利益計算書関係)

該当事項はありません。
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度(自　2018年４月１日　至　2019年３月31日)

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 2,322,993 11,700 － 2,334,693
 

（変動事由の概要）

第三者割当増資による増加　11,700株

 

２．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

2018年６月25日
定時株主総会

普通株式 27,875 12.0 2018年３月31日 2018年６月26日
 

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2019年６月21日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 37,355 16.0 　2019年３月31日 2019年６月22日
 

 

当連結会計年度(自　2019年４月１日　至　2020年３月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末

普通株式(株) 2,334,693 440,700 － 2,775,393
 

（変動事由の概要）  

第三者割当増資による増加 400,000株

新株予約権の権利行使による新株の発行による増加 40,700株
 

 

２．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり配当額

(円)
基準日 効力発生日

2019年６月21日
定時株主総会

普通株式 37,355 16.0 2019年３月31日 2019年６月22日
 

 

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2020年６月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 138,769 50.0 　2020年３月31日 2020年６月26日
 

 

(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりでありま

す。

 

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

現金及び預金 2,593,398千円 3,691,032千円

現金及び現金同等物 2,593,398千円 3,691,032千円
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(金融商品関係)

１．金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社グループは、事業を行うための資金計画に照らして、必要な資金（主に銀行借入）を調達しております。

一時的な余資は安全性の高い金融資産で運用し、また、短期的な運転資金を銀行借入により調達しております。

デリバティブ取引は行わない方針であります。

 

(2) 金融商品の内容及びそのリスク

借入金は主に販売用不動産の購入に係る資金調達であり、流動性リスクに晒されております。未払法人税等

は、１年以内の支払期日であります。

 

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

管理部が資金計画を作成・更新するとともに、手許流動性の維持などにより流動性リスクを管理しておりま

す。

 

(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、合理的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織

り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することがあります。

 

２.金融商品の時価等に関する事項

連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

前連結会計年度（2019年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

(1) 現金及び預金 2,593,398 2,593,398 ―

資産計 2,593,398 2,593,398 ―

(1) 短期借入金 1,504,299 1,504,299 ―

(2) 未払法人税等 198,892 198,892 ―

(3) 長期借入金(1年内返済予定含む） 1,612,059 1,616,774 4,714

負債計 3,315,251 3,319,966 4,714
 

 
当連結会計年度(2020年３月31日)

 
連結貸借対照表計上額

(千円)
時価
(千円)

差額
(千円)

(1) 現金及び預金 3,691,032 3,691,032 ―

資産計 3,691,032 3,691,032 ―

(1) 短期借入金 1,843,701 1,843,701 ―

(2) 未払法人税等 235,021 235,021 ―

(3) 長期借入金(1年内返済予定含む） 1,250,313 1,250,313 ―

負債計 3,329,035 3,329,035 ―
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(注１) 金融商品の時価の算定方法

資 産

(1) 現金及び預金

　現金及び預金は短期で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってお

ります。

負 債

(1) 短期借入金、(2) 未払法人税等

　これらはすべて短期で決済されるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によってお

ります。

　　(3) 長期借入金(１年内返済予定含む)

長期借入金の時価は、元利金の合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現

在価値により算定しております。

なお、変動金利によるものについては、短期間で市場金利を反映し、また当社の信用状態は実行後大きく異

なっていないことから、時価が帳簿価額に近似していると考えられるため、当該帳簿価額によっております。

　

(注２) 長期借入金の連結決算日後の返済予定額

前連結会計年度(2019年３月31日)

 
１年以内
(千円)

１年超
２年以内
(千円)

２年超
３年以内
(千円)

３年超
４年以内
(千円)

４年超
５年以内
(千円)

５年超
(千円)

長期借入金 327,883 106,077 105,914 102,875 103,097 866,211

合計 327,883 106,077 105,914 102,875 103,097 866,211
 

 
当連結会計年度(2020年３月31日)

 
１年以内
(千円)

１年超
２年以内
(千円)

２年超
３年以内
(千円)

３年超
４年以内
(千円)

４年超
５年以内
(千円)

５年超
(千円)

長期借入金 83,684 90,488 97,294 97,463 57,583 823,797

合計 83,684 90,488 97,294 97,463 57,583 823,797
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(ストック・オプション等関係)

１．ストック・オプションにかかる費用計上額及び科目名

該当事項はありません。

 
２．ストック・オプションの内容、規模及びその変動状況

(1) ストック・オプションの内容

 第１回新株予約権 第２回新株予約権 第３回新株予約権

　会社名 提出会社 提出会社 提出会社

　決議年月日

株主総会決議：
2017年12月21日
取締役会決議：
2017年12月21日

株主総会決議：
2018年12月７日
取締役会決議：
2018年12月７日

株主総会決議：
2019年３月14日
取締役会決議：
2019年３月14日

　付与対象者の区分及び人数

当社取締役   ３名

当社監査役　 １名

当社従業員　 ３名

子会社取締役　１名

当社監査役　１名

当社従業員　２名

 

当社取締役　１名

当社従業員　１名

 

株式の種類別のストック・
オプションの数（注）１

普通株式　137,000株 普通株式　20,000株 普通株式　6,000株

　付与日 2017年12月25日 2018年12月13日 2019年３月18日

　権利確定条件 (注)２ (注)２ (注)２

　対象勤務期間
対象勤務期間の定めは
ありません。

対象勤務期間の定めは
ありません。

対象勤務期間の定めは
ありません。

　権利行使期間
2019年12月26日～
2027年11月25日

2020年12月14日～
2028年11月13日

2021年３月19日～
2029年２月18日

 

 

(注）１. 株式数に換算して記載しております。

　　 ２. 新株予約権の行使条件は以下のとおりであります。

(1）新株予約権の割当を受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、権利行使時においても、当社また

は当社子会社の取締役、監査役、従業員の地位を有していなければならない。ただし、取締役会が正当

な理由があると認めた場合は、この限りではない。

(2）当社の普通株式が、いずれかの金融商品取引所に上場されていること。

(3）新株予約権者が死亡した場合、その相続人による新株予約権の権利行使は認めないものとする。
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(2) ストック・オプションの規模及びその変動状況

当連結会計年度（2020年３月期）において存在したストック・オプションを対象とし、ストック・オプションの

数については、株式数に換算して記載しております。

①　ストック・オプションの数

  第１回新株予約権  第２回新株予約権  第３回新株予約権

　会社名 提出会社 提出会社 提出会社

　権利確定前（株）    

　　前連結会計年度末  137,000  20,000 6,000

　　付与 ― ― ―

　　失効  ―  10,000  ―

　　権利確定  ―  ―  ―

　　未確定残 137,000 10,000 6,000

　権利確定後（株）    

　　前連結会計年度末  ―  ―  ―

　　権利確定 137,000 ― ―

　　権利行使  40,700  ―  ―

　　失効  ―  ―  ―

　　未行使残  96,300  ―  ―
 

 
②　単価情報

  第１回新株予約権  第２回新株予約権  第３回新株予約権

　会社名 提出会社 提出会社 提出会社

　権利行使価格（円） 1,120 1,320 1,320

　行使時平均株価（円） 1,546  ―  ―

　付与日における公正な評価単価（株) ― ― ―
 

 

３．ストック・オプションの公正な評価単価の見積方法

ストック・オプション付与日時点においては、当社株式は未公開株式であるため、ストック・オプションの公正な

評価単価の見積方法を単位当たりの本源的価値の見積りによっております。

また、単位当たりの本源的価値を算定する基礎となる当社株式の評価方法は、時価純資産法によっております。

 
４．ストック・オプションの権利確定数の見積方法

将来の失効数の合理的な見積りは困難であるため、実績の失効数のみ反映させる方法を採用しております。

 
５．ストック・オプションの単位当たりの本源的価値により算定を行う場合の当連結会計年度末における本源的価値の

合計額及び当連結会計年度において権利行使されたストック・オプションの権利行使日における本源的価値の合計

額

(1）当連結会計年度末における本源的価値の合計額　       17,237千円

(2）当連結会計年度において権利行使されたストック・

   オプションの権利行使日における本源的価値の合計額   17,362千円
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(税効果会計関係)

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
 

当連結会計年度

（2020年３月31日）

繰延税金資産    
　資産除去債務 4,898千円  4,911千円

　未払事業税 15,552 〃  22,480　〃

　未払不動産取得税 3,805 〃  7,241　〃

　ソフトウエア ― 　〃  9,712　〃

　その他 3,901 〃  4,449　〃

繰延税金資産合計 28,158千円  48,795千円

    
繰延税金負債    
　資産除去債務に対応する除去費用 △4,529千円  △4,202千円

　その他 ― 　〃  △174　〃

繰延税金負債合計 △4,529 〃  △4,376　〃

繰延税金資産純額 23,628千円  44,418千円
 

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳

 

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
 

当連結会計年度

（2020年３月31日）

法定実効税率 30.6％  30.6％

（調整）    
留保金課税 2.7％  0.1％

連結子会社との税率差異 2.5％  3.5％

その他 0.1％  △0.1％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 35.9％  34.1％
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(賃貸等不動産関係)

当社及び連結子会社では、東京都その他の地域において、賃貸収益を得る事を目的として賃貸用の物件を所有し

ております。

2019年３月期における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は38,240千円(賃貸収益は売上高に、主な賃貸費用は売

上原価に計上)であります。

2020年３月期における当該賃貸等不動産に関する賃貸損益は36,870千円(賃貸収益は売上高に、主な賃貸費用は売

上原価に計上)であります。

また、当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、期中増減額及び時価は以下のとおりであります。

  (単位：千円)

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

連結貸借対照表計上額

期首残高 817,964 807,320

期中増減額 △10,643 △10,643

期末残高 807,320 796,676

期末時価 1,076,863 1,072,667
 

(注) １．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額及び減損損失累計額を控除した金額であります。

２．期中増減額は、減価償却によるものであります。

３．期末の時価は、主として「不動産鑑定評価基準」に基づいて自社で算定した金額(指標等を用いて調整を

行ったものを含む。)であります。
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(セグメント情報等）

【セグメント情報】

１.報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、事業の内容、役務の提供および類似性に基づき、「sumuzu事業」「賃貸事業」の２つを報告

セグメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「sumuzu事業」は、住宅用地を仕入れて分譲することによる売買収入、不動産仲介収入、注文住宅建築に伴う

建築業者からの紹介手数料収入を得ております。

「賃貸事業」は、収益用不動産を購入し、賃料収入を継続的に得ることで、安定した収益の基盤を形成してお

ります。

 
２.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価

格に基づいております。

 

３.報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2018年４月１日 至 2019年３月31日)

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注）２

連結財務諸表
計上額
(注）３sumuzu 賃貸 計

売上高        

　外部顧客への売上高 6,363,274 75,178 6,438,453 2,640 6,441,093 － 6,441,093

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 6,363,274 75,178 6,438,453 2,640 6,441,093 － 6,441,093

セグメント利益 1,017,518 38,240 1,055,758 2,640 1,058,398 △197,793 860,605

セグメント資産 3,261,878 807,320 4,069,198 － 4,069,198 2,744,655 6,813,854

その他の項目        

　減価償却費 7,471 10,643 18,115 － 18,115 3,046 21,161

　有形固定資産及び無
　形固定資産の増加額

9,812 － 9,812 － 9,812 215 10,027
 

（注)１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸物件管理事業及び保険代理店

事業を含んでおります。

２．調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去2,222千円、各報告セグメントに配分していない全社

費用△200,015千円であります。

(2) セグメント資産の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。

(3) 減価償却費の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、全社資産の設備投資額であります。

３．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度(自　2019年４月１日　至　2020年３月31日)

（単位：千円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注）２

連結財務諸表
計上額
(注）３sumuzu 賃貸 計

売上高        

　外部顧客への売上高 8,013,071 71,076 8,084,148 2,337 8,086,485 － 8,086,485

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

－ － － － － － －

計 8,013,071 71,076 8,084,148 2,337 8,086,485 － 8,086,485

セグメント利益 1,204,723 36,870 1,241,593 2,337 1,243,931 △241,325 1,002,606

セグメント資産 3,231,191 799,132 4,030,323 25 4,030,348 4,126,832 8,157,181

その他の項目        

　減価償却費 7,872 10,643 18,516 － 18,516 3,239 21,756

　有形固定資産及び無
　形固定資産の増加額

618,317 － 618,317 － 618,317 207,374 825,692
 

(注) １.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、賃貸物件管理事業及び保険代理店

事業を含んでおります。

２．調整額は、以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去2,202千円、各報告セグメントに配分していない全社

費用△243,527千円であります。

(2) セグメント資産の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。

(3) 減価償却費の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

(4) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、全社資産の設備投資額であります。

３．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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【関連情報】

前連結会計年度(自　2018年４月１日　至　2019年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

 

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略してお

ります。

 

当連結会計年度(自　2019年４月１日　至　2020年３月31日)

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

 

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90%を超えるため、記載を省略しております。

 

(2) 有形固定資産

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を

省略しております。

 

３．主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略してお

ります。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

１．関連当事者との取引

(1) 連結財務諸表提出会社と関連当事者との取引

　連結財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る)等

前連結会計年度(自　2018年４月１日　至　2019年３月31日)

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

役員 岡田　和也  ― ―
当社代表
取締役社長

(被所有）
直接64.7
間接21.4

債務被保証

当社銀行借
入に対する
債務被保証
（注）

221,856  ― ―

 

 （注）取引条件及び取引条件の決定方針等

当社は、銀行借入に対して代表取締役社長岡田和也より債務保証を受けております。なお、保証料の支払いは

行っておりません。

 

当連結会計年度(自　2019年４月１日　至　2020年３月31日)

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

 役員 渡邉　光章 ― ―
当社

常務取締役
(被所有)
直接 1.26

―

ストック・
オプション
の権利行使
（注）

33,600 ― ―

 役員 中山　周一郎 ― ―
当社
取締役

(被所有)
直接 0.49

―

ストック・
オプション
の権利行使
（注）

11,984
 

― ―

 

（注）取引条件及び取引条件の決定方針等

2017年12月21日開催の取締役会の決議に基づき付与されたストック・オプションの当事業年度における権利行

使を記載しております。

 
(2) 連結財務諸表提出会社の連結子会社と関連当事者との取引

　連結財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る)等

前連結会計年度(自　2018年４月１日　至　2019年３月31日)

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

役員 岡田　和也  ― ―
当社代表
取締役社長

(被所有）
直接64.7
間接21.4

債務被保証

(株)グラン
デの銀行借
入に対する
債務被保証
（注）

175,070 ― ―

 

（注）取引条件及び取引条件の決定方針等

当社の連結子会社である株式会社グランデは、銀行借入に対して代表取締役社長岡田和也より債務保証を受け

ております。なお、保証料の支払いは行っておりません。

 
当連結会計年度(自　2019年４月１日　至　2020年３月31日)

該当事項はありません。

 
２．親会社又は重要な関連会社に関する注記

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

１株当たり純資産額 1,367.04円 1,612.35円

１株当たり当期純利益 245.70円 275.40円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

―　円 266.65円
 

(注) １．前連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、新株予約権の残高がありますが、当社

株式は非上場であるため期中平均株価が把握できませんので、記載しておりません。

２．当連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、当社株式は2019年12月19日に東京証券

取引所マザーズ市場に上場しており、新規上場日から当連結会計年度末までの平均株価を期中平均株価とみ

なして算定しております。

３．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

 
前連結会計年度

(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当連結会計年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

（１）１株当たり当期純利益   

　親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 571,611 675,228

　普通株主に帰属しない金額(千円) － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する
　当期純利益(千円)

571,611 675,228

　普通株式の期中平均株式数(株) 2,326,486 2,451,846

   

（２）潜在株式調整後１株当たり当期純利益   

親会社株主に帰属する当期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数（株） － 80,373

（うち新株予約権（株）） － （80,373）

希薄化効果を有していないため、潜在株式調整後１株当た
り当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

－ －
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⑤ 【連結附属明細表】

【社債明細表】

　　該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

 

区分
当期首残高
(千円)

当期末残高
(千円)

平均利率
(％)

返済期限

短期借入金 1,504,299 1,843,701 1.29 ―

１年以内に返済予定の長期借入金 327,883 83,684 0.59 ―

長期借入金(１年以内に返済予定の
ものを除く。)

1,284,176 1,166,628 0.58 2021年～2047年

合計 3,116,358 3,094,014 ― ―
 

(注) １．「平均利率」については、借入金等の期末残高に対する加重平均利率を記載しております。

２．長期借入金(１年以内に返済予定のものを除く。)の連結決算日後５年内における１年ごとの返済予定額の総

額
 

区分
１年超２年以内

(千円)
２年超３年以内

(千円)
３年超４年以内

(千円)
４年超５年以内

(千円)

長期借入金 90,488 97,294 97,463 57,583
 

 

【資産除去債務明細表】

当連結会計年度期首及び当連結会計年度末における資産除去債務の金額が当連結会計年度期首及び当連結会計年

度末における負債及び純資産の合計額の100分の１以下であるため、記載を省略しております。

 
(2) 【その他】

当連結会計年度における四半期情報等

 

(累計期間) 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高 (千円) ― 4,948,759 5,980,486 8,086,485

税金等調整前四半期
(当期)純利益

(千円) ― 785,937 819,672 1,024,744

親会社株主に帰属
する四半期(当期)
純利益

(千円) ― 500,108 520,994 675,228

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― 214.21 221.22 275.40
 

 

(会計期間) 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり
四半期純利益

(円) ― 126.84 8.72 56.20
 

(注)　当社は、2019年12月19日に東京証券取引所マザーズに上場いたしましたので、第１四半期及び第２四半期の四

半期報告書は提出していませんが、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計

期間及び当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レ

ビューを受けております。
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２ 【財務諸表等】

(1) 【財務諸表】

① 【貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2019年３月31日)
当事業年度

(2020年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,348,356 1,923,707

  売掛金 6,654 1,920

  前払費用 9,808 23,889

  その他 ※１  2,221 ※１  56,335

  流動資産合計 1,367,041 2,005,853

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 ※２  299,464 ※２  286,726

   車両運搬具 9,927 5,928

   工具、器具及び備品 6,115 5,518

   土地 ※２  440,593 ※２  1,264,653

   有形固定資産合計 756,100 1,562,827

  無形固定資産   

   ソフトウエア 215 411

   無形固定資産合計 215 411

  投資その他の資産   

   関係会社株式 1,040,000 1,040,000

   繰延税金資産 6,255 15,155

   その他 65,945 66,421

   投資その他の資産合計 1,112,201 1,121,576

  固定資産合計 1,868,517 2,684,815

 資産合計 3,235,558 4,690,668
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2019年３月31日)
当事業年度

(2020年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  短期借入金 － ※２  400,000

  1年内返済予定の長期借入金 ※２  62,394 ※２  53,540

  未払金 ※１  39,920 31,181

  未払費用 17,902 15,040

  未払法人税等 80,718 5,976

  前受金 37,933 21,209

  預り金 22,293 98,090

  前受収益 1,759 1,823

  賞与引当金 1,414 1,414

  その他 21,927 1,561

  流動負債合計 286,263 629,838

 固定負債   

  長期借入金 ※２  478,835 ※２  695,568

  資産除去債務 15,997 16,040

  その他 17,423 17,423

  固定負債合計 512,255 729,031

 負債合計 798,519 1,358,870

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 136,498 459,210

  資本剰余金   

   資本準備金 126,498 449,210

   資本剰余金合計 126,498 449,210

  利益剰余金   

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 2,174,043 2,423,378

   利益剰余金合計 2,174,043 2,423,378

  株主資本合計 2,437,039 3,331,798

 純資産合計 2,437,039 3,331,798

負債純資産合計 3,235,558 4,690,668
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② 【損益計算書】

           (単位：千円)

          前事業年度
(自　2018年４月１日
　至　2019年３月31日)

当事業年度
(自　2019年４月１日
　至　2020年３月31日)

売上高 ※１  930,155 ※１  827,827

売上原価 35,174 32,114

売上総利益 894,980 795,713

販売費及び一般管理費 ※２  598,139 ※２  719,035

営業利益 296,841 76,677

営業外収益   

 受取配当金 ※１  111,997 ※１  203,673

 その他 ※１  2,747 ※１  2,640

 営業外収益合計 114,745 206,313

営業外費用   

 支払利息 3,985 3,535

 株式公開費用 － 11,906

 その他 73 261

 営業外費用合計 4,058 15,703

経常利益 407,528 267,287

特別利益   

 保険解約返戻金 43,204 55,658

 その他 2,216 －

 特別利益合計 45,420 55,658

税引前当期純利益 452,948 322,946

法人税、住民税及び事業税 138,515 45,156

法人税等調整額 △5,129 △8,899

法人税等合計 133,386 36,256

当期純利益 319,562 286,689
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【売上原価明細書】

 

  
前事業年度

(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

当事業年度
(自 2019年４月１日
至 2020年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

１．減価償却費  8,261 23.5 8,261 25.7

２．その他経費  26,913 76.5 23,853 74.3

合計  35,174 100.0 32,114 100.0
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③ 【株主資本等変動計算書】

前事業年度(自　2018年４月１日　至　2019年３月31日)

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金 資本剰余金合計

その他利益剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 128,776 118,776 118,776 1,882,357 1,882,357 2,129,909 2,129,909

当期変動額        

新株の発行 7,722 7,722 7,722   15,444 15,444

剰余金の配当    △27,875 △27,875 △27,875 △27,875

当期純利益    319,562 319,562 319,562 319,562

当期変動額合計 7,722 7,722 7,722 291,686 291,686 307,130 307,130

当期末残高 136,498 126,498 126,498 2,174,043 2,174,043 2,437,039 2,437,039
 

 

当事業年度(自　2019年４月１日　至　2020年３月31日）

 (単位：千円)

 

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計
資本準備金 資本剰余金合計

その他利益剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 136,498 126,498 126,498 2,174,043 2,174,043 2,437,039 2,437,039

当期変動額        

新株の発行 322,712 322,712 322,712   645,424 645,424

剰余金の配当    △37,355 △37,355 △37,355 △37,355

当期純利益    286,689 286,689 286,689 286,689

当期変動額合計 322,712 322,712 322,712 249,334 249,334 894,758 894,758

当期末残高 459,210 449,210 449,210 2,423,378 2,423,378 3,331,798 3,331,798
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１．有価証券の評価基準及び評価方法

子会社株式

移動平均法による原価法

 
２．固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定率法を採用しております。ただし、建物(建物附属設備は除く)及び2016年４月１日以降に取得した建物附属

設備については、定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 15～50年

車両運搬具 ６年

工具、器具及び備品 ３～15年
 

 

(2) 無形固定資産

定額法を採用しております。なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）

に基づいております。

 

３．引当金の計上基準

賞与引当金

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当事業年度に見合う分を計上しており

ます。

 
４．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

 
(表示方法の変更)

     貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、有形固定資産等明細表、引当金明細表については、財務諸

　　表等規則第127条第１項に定める株式に基づいて作成しております。

　　　また、財務諸表等規則第127条第２項に掲げる各号の注記については、各号の会社計算規則に掲げる事項の注記

　　に変更しております。

 
(追加情報)

　新型コロナウイルスの感染拡大の影響について、今後の広がりや収束時期等についての統一的な見解は発表さ

れておりません。しかしながら、新型コロナウイルスの感染拡大は、経済活動、企業活動に広範な影響を与える

事象であり、財務諸表作成時に入手可能な情報に基づき、翌事業年度の一定期間にわたり当該影響が継続すると

の仮定を置き、繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。

　なお、当該見積りは現時点の最善の見積りであるものの、見積りに用いた仮定の不確実性は高く、新型コロナ

ウイルスの収束時期、および経済環境への影響が変化した場合には、上記の見積りの結果に影響し、翌事業年度

の当社の財政状態および経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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(貸借対照表関係)

※１ 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）

 
前事業年度

（2019年３月31日）
当事業年度

（2020年３月31日）
 

短期金銭債権 429千円 497千円

短期金銭債務 20,882千円 　　　　　　　－
 

 
※２ 担保に供している資産及び担保に係る債務

(1) 担保に供している資産

 
前事業年度

（2019年３月31日）
当事業年度

（2020年３月31日）
 

建物 190,922千円 130,717千円

土地 351,282 〃 1,018,554 〃

計 542,205千円 1,149,271千円
 

　

(2) 担保に係る債務

 
前事業年度

（2019年３月31日）
当事業年度

（2020年３月31日）
 

短期借入金 　　　　　　　　　－ 400,000千円

1年内返済予定の長期借入金 22,365千円 13,544 〃

長期借入金 318,856 〃  575,552 〃

計 341,222千円 989,097千円
 

 

(損益計算書関係)

※１　関係会社との取引高

 
前事業年度

（自　2018年４月１日
　至　2019年３月31日）

当事業年度
（自　2019年４月１日
　至　2020年３月31日）

営業取引による取引高   

　売上高 119,797千円 131,181千円

営業取引以外の取引による取引高 114,217　〃 205,873　〃
 

 
※２　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額並びにおおよその割合は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（自　2018年４月１日
　至　2019年３月31日）

当事業年度
（自　2019年４月１日
　至　2020年３月31日）

 

役員報酬 126,289千円 135,524千円

給料及び手当 203,117 〃 221,379 〃

減価償却費 9,864 〃 10,507 〃

   

おおよその割合   

　販売費 5.6％ 8.2％

　一般管理費 94.4〃 91.8〃
 

 

(有価証券関係)

前事業年度(2019年３月31日）

子会社株式（貸借対照表計上額は関係会社株式1,040,000千円）は、市場価格がなく時価を把握することが極めて

困難と認められるため、子会社株式の時価を記載しておりません。

 

当事業年度(2020年３月31日）

子会社株式（貸借対照表計上額は関係会社株式1,040,000千円）は、市場価格がなく時価を把握することが極めて

困難と認められるため、子会社株式の時価を記載しておりません。
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(税効果会計関係)

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 

 
前事業年度

（2019年３月31日）
 

当事業年度

（2020年３月31日）

繰延税金資産    
　資産除去債務 4,898千円  4,911千円

　未払事業税 4,452　〃  1,717　〃

　ソフトウエア ―　〃  9,712　〃

　その他 1,434　〃  3,190　〃

繰延税金資産合計 10,785千円  19,532千円

    
繰延税金負債    
　資産除去債務に対応する除去費用 △4,529千円  △4,202千円

　その他 ―　〃  △174　〃

繰延税金負債合計 △4,529 〃  △4,376　〃

繰延税金資産純額 6,255千円  15,155千円
 

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳

 

 
前事業年度

（2019年３月31日）
 

当事業年度

（2020年３月31日）

法定実効税率 ―　  30.6％

（調整）    

留保金課税 ―　  0.4％

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 ―　  △19.3％

その他 ―　  △0.5％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 ―　  11.2％
 

（注）前事業年度は、法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間の差異が法定実効税率の100分の５

以下であるため注記を省略しております。
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④ 【附属明細表】

 
【有価証券明細表】

該当事項はありません。

 

【有形固定資産等明細表】

　　　　(単位：千円)

区分 資産の種類
 

当期首残高
 

 
当期増加額

 

 
当期減少額

 
当期償却額 当期末残高

減価償却
累計額

有形固定資産 建物 299,464 － － 12,737 286,726 76,112

 車両運搬具 9,927 － － 3,998 5,928 22,451

 
工具、器具及び
備品

6,115 1,345 － 1,942 5,518 11,195

 土地 440,593 824,060 － － 1,264,653 －

 計 756,100 825,405 － 18,678 1,562,827 109,759

 無形固定資産 ソフトウエア 215 287 － 90 411 788

 計 215 287 － 90 411 788
 

（注）土地の当期増加額の内訳は、本社建物用地の取得によるもの824,060千円であります。

 
【引当金明細表】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)

科目 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

賞与引当金 1,414 1,414 1,414 1,414
 

 

(2) 【主な資産及び負債の内容】

連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。

 

(3) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

 

事業年度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定時株主総会 毎事業年度終了後３か月以内

基準日 毎年３月31日

剰余金の配当の基準日
毎年９月30日

毎年３月31日

１単元の株式数 100株

単元未満株式の買取り  

　　取扱場所 東京都中央区八重洲一丁目２番１号　みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

　　株主名簿管理人 東京都中央区八重洲一丁目２番１号　みずほ信託銀行株式会社

　　取次所
みずほ信託銀行株式会社　全国各支店

みずほ証券株式会社　本店、全国各支店および営業所

　　買取手数料 無料

公告掲載方法

当社の公告方式は電子公告としております。ただし、事故その他やむを得ない事由に

より電子公告をすることができない場合は、日本経済新聞に掲載します。

当社の公告掲載URLは次のとおりであります。

https://landix.jp/

株主に対する特典 なし
 

(注)　当社の株主は、その有する単元未満株式について、次に掲げる権利以外の権利を有しておりません。

会社法第189条第２項各号に掲げる権利

会社法第166条第１項の規定による請求をする権利

株主の有する株式数に応じて募集株式の割当て及び募集新株予約権の割当てを受ける権利

 

EDINET提出書類

株式会社ランディックス(E35303)

有価証券報告書

76/82



第７ 【提出会社の参考情報】

 

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社は、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

(1) 有価証券届出書及びその添付書類

有償一般募集増資（ブックビルディング方式による募集）及び株式売出し（ブックビルディング方式による売出

し）に係る有価証券届出書を2019年11月15日関東財務局長に提出。

 

(2) 有価証券届出書の訂正届出書

上記(1)に係る訂正届出書を2019年12月３日及び2019年12月11日関東財務局長に提出。

 

(3) 四半期報告書及び確認書

第20期第３四半期（自　2019年10月１日　至　2019年12月31日）2020年２月14日関東財務局長に提出。

 

EDINET提出書類

株式会社ランディックス(E35303)

有価証券報告書

77/82



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書
 

 

 
2020年６月26日

株式会社ランディックス

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所
 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 秋　山　高　広　㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 坂　井　知　倫　㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 永　井　公　人　㊞
 

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社ランディックスの2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連

結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、

連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株

式会社ランディックス及び連結子会社の2020年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経

営成績及びキャッシュ・フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ

る当監査法人の責任は、「連結財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国におけ

る職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責

任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するた

めに経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結財務諸表を作成することが適切であるか

どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示

する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

連結財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表

示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明

することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結財務諸表の利

用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続

を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切
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な監査証拠を入手する。

・連結財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評

価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及

び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として連結財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基

づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか

結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結財務諸表の注記

事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、連結財務諸

表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証

拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠している

かどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに連結財務諸表が基礎とな

る取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・連結財務諸表に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を

入手する。監査人は、連結財務諸表の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

意見に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制

の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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独立監査人の監査報告書
2020年６月26日

株式会社ランディックス

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所
 

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 秋　山　高　広　㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 坂　井　知　倫　㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 永　井　公　人　㊞
 

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられ

ている株式会社ランディックスの2019年４月１日から2020年３月31日までの第20期事業年度の財務諸表、すなわち、

貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を

行った。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社ランディックスの2020年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績を、全ての重要

な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準にお

ける当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国におけ

る職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たして

いる。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうか

を評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示

がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明する

ことにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の

意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家

としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続

を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切

な監査証拠を入手する。
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・財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の

実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及

び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結

論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外

事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいてい

るが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかど

うかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計

事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統

制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行

う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセー

フガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

(注) １．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(有価証券報告書提出会

社)が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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